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男女共同参画推進室  

― 担当 ― 

研究補助員配置制度 

岐阜大学基金の運用 

女性管理職の比率向上 

― 担当 ― 
コーディネート全般 

各種相談対応 

― 担当 ― 
研究補助員配置制度 

メンター制度 
生涯支援 

― 担当 ― 
学生コミュニティ構築 
サイエンス夢追い人 
育成プロジェクト 

― 担当 ― 

外国籍構成員への支援 

― 担当 ― 

学生コミュニティ構築 

サイエンス夢追い人 
育成プロジェクト 

― 担当 ― 

英文校閲 

学生コミュニティ構築 

― 担当 ― 

障がいのある構成員への

支援、フォーラム 

― 担当 ― 

総括 

地域連携、大学連携 

― 担当 ― 

WEBサイトの運用 

学生コミュニティ構築 

― 担当 ― 

研究補助員配置制度 

男女共同参画推進室員 

 新年度、興戸律子さん、魚住郁子さん、古山浩子さん、上田浩司さん、落合絵美さん、5名の新室員を

お迎えしました。事務部は、早野美里 職員育成課長、加藤一郎 男女共同参画係長、カモミール・カフェ

の松居容子さんが、引き続き担当してくださいます。皆さん、どうぞよろしくお願いします。 

－２－ 

会
議
用
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カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

「清流の国 輝くギフジョ 支援プロジェクト」 中間評価結果 

 文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境イニシアティブ（連携

型）」（2015年度〜2020年度）「地域循環型女性研究者育成・支援プログラム」を開始して、

早くも3年近くの月日が経過しました。6年の事業期間の折り返し地点を迎えたことになります。 

 昨年2017年11月1日（水）には、JST東京本部にて「中間評価のためのヒアリング」を受

け、この度、総合評価 A （所期の計画と同等の取組が行われている）（目標達成度：b 取組：a 

取組の成果：a 実施体制：a 今後の進め方：a）との通知が、文部科学省 科学技術・学術政策

局 人材政策課よりありました。 

 岐阜大学・岐阜薬科大学・岐阜女子大学・アピ株式会社、４連携機関の多様な設置主体（国

立・市立・私立・民間企業）の特長を活かし、「清流の国 輝くギフジョ 支援プロジェクト」と

称する本事業について、「代表機関（岐阜大学）のリーダーシップの下、女性研究者の活躍促進

を図る先駆的な取組を広く地域に普及させたことは評価できる」との「評価コメント」をいただ

いた次第です。 

 具体的には、「連携型共同研究プロジェクト支援制度」を構築し、女性研究者が代表である

36件の共同研究の成果として、新たな競争的研究資金や特許の獲得、昇任人事を実現したこと

や、アピ株式会社や平成調剤薬局など民間企業での「女性研究者インターンシップ」を実施した

ことが称揚されています。併せて、岐阜大学における女性限定公募の実施、工学部「多様な人材

参画推進室」の設置、保育園の拡充、病児・病後児保育の実施等も高く評価されています。 

 しかしながら、現時点では、女性研究者在職比率、上位職比率の数値目標について、岐阜女子

大学以外の３機関では未達であり、女性研究者の採用・昇任に向けた実効性の高いポジティブ・

アクションの実施が求められています。この課題について、岐阜大学では、昨年度設置された

「教育研究院」にて女性および若手教員の雇用促進に資する人事を優先的におこない、岐阜薬科

大学では非常勤の女性教授を新たに雇用し、アピ株式会社では公募における女性の応募者獲得に

力を注ぐことになっています。在職比率の数値目標を達成している岐阜女子大学では、研究力向

上の課題に継続して取り組んでゆきます。 

 文部科学省 科学技術・学術政策局 人材政策課からは、今年度より事業期間終了までの3年間

は、「自主経費による補助事業期間」として、「自主的に事業の発展や見直し等の改善」を進め、

「より積極的な自立的運営を促進」するよう求められています。 

 「今後は、これまでの連携機関の円滑な協力関係をさらに発展させ、所期の目標達成に邁進す

ることを期待する」との「評価コメント」を受け、４連携機関が従来の連携力をより強化し、女

性研究者の育成・支援に係る諸課題を克服するとともに、「地域循環型」事業の成果を挙げてゆ

くことを願ってやみません。構成員の皆さんはじめ、関係の方々のご支援ご協力、引き続き、ど

うぞよろしくお願い申し上げます。 
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利 用 方 法  

－3－ 

サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

メンター制度 

みなさまのご参加をお待ちしています。 

 女子大学院生の皆さんに、県内の中・高等学校で自らの研究内容とこれまでの進路選択の経緯をお話

ししていただいているこのプロジェクトでは、目下、出前講義をしてくださる女子大学院生を募集して

います。講師として参加すると、学会発表などにも役に立つプレゼンテーション能力を修得でき、自分

の経験を振り返ることにより自身の研究の社会的意義を再認識できます。           

日にち： 4月25日（水） 
時 間： 12：10～12：50  
場 所： カモミール・カフェ 

―出前講義説明会開催― 

昼食をご持参 

ください♪ 

ランチタイム カモミール・カフェ 

（女子大学院生による出前講義） 

（大学会館2F 生協中央店前） 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

（カモミール・キャリアアシスト制度） 

 男女共同参画推進室では、女性研究者および研究者を目指す女子学生が生活上、学業上、進路選択上

の悩みを抱えた際に、同様の経験を乗り越えてきた先輩研究者（メンター）に相談できる環境を提供する

ことで、女性研究者の育成および研究者としてのキャリア形成を支援しています。 

 本制度は、平成22年度文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業の本学の提案課題「多様性
活力発揮に向けての女性研究者支援」の一環としてスタートし、現在も継続して取り組んでいるものです。 

利 用 対 象 者  

1. カモミール・カフェ（内線 3397）に利用をお申
込みください。 

2. カモミール・カフェにて、コーディネーターが
メンター 制度の説明および相談内容をお聞きし
ます。 

3. 相談内容からコーディネーターがメンターを選
定・紹介し、相談日程を調整し、ご連絡します。
相談場所はカモミール・カフェ、日時は平日の
9：00～17：00の時間帯となります。 

4. 当日、カモミール・カフェにてメンターと面談
をおこないます。 

本学に在籍する女性研究者（教員、医員、研修医、研究員）、女子大学院生、研究者を志望する女子
学部生。（男性の研究者、大学院生、学部生で利用を希望する場合についてはお問い合わせください。）  

☆ １回の面談は30分から1時間程度です。 
☆ 個別面談の他、グループ面談も受け付けます。 
☆ ２回目以降はメンターと相談の上、面談の日程と場

所を決めていただきます。 
☆ E-mail,電話での相談については情報の管理方法や相

談可能時間についてメンターとよくご相談ください。 
☆ 悩みが深く体調不良が生じている、セクハラやアカ

ハラ相談等学内の他の相談窓口が適切である場合に
ついては、対応できないことがあります。学内外の
適切な相談窓口をご案内する場合があります。 

☆ 秘密は厳守されます。 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3378 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

保育園たより 
３月３日 

ワーク・ライフ・バランス 

（内閣府男女共同参画局WEBサイトから）  

 仕事は、暮らしを支え、生きがいや喜びをもたらすものですが、同時に、家事・育児、近隣との付き

合いなどの生活も暮らしに欠かすことができないものであり、その充実があってこそ、人生の生きがい、

喜びは倍増します。しかしながら、現実の社会には、安定した仕事に就けず、経済的に自立することが

できない、仕事に追われ、心身の疲労から健康を害しかねない、仕事と子育てや老親の介護との両立に

悩むなど、仕事と生活の間で問題を抱える人が多く見られます。これらが、働く人々の将来への不安や

豊かさが実感できない大きな要因となっており、社会の活力の低下や少子化・人口減少という現象にま

で繋がっていると言えます。それを解決する取組が、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

の実現です。 

 仕事と生活の調和の実現は、一人ひとりが望む生き方ができる社会の実現にとって必要不可欠です。

自らの仕事と生活の調和の在り方を考えてみませんか。 

仕事と生活の調和とは 

(1) 就労による経済的自立が可能な社会 

 経済的自立を必要とする者、とりわけ若者がいきいきと働くことができ、かつ、経済的に自
立可能な働き方ができ、結婚や子育てに関する希望の実現などに向けて、暮らしの経済的基盤
が確保できる。 

(2) 健康で豊かな生活のための時間が確保できる社会 

 働く人々の健康が保持され、家族・友人などとの充実した時間、自己啓発や地域活動への参
加のための時間などを持てる豊かな生活ができる。 

(3) 多様な働き方・生き方が選択できる社会 

 性や年齢などにかかわらず、誰もが自らの意欲と能力を持って様々な働き方や生き方に挑戦
できる機会が提供されており、子育てや親の介護が必要な時期など個人の置かれた状況に応じ
て多様で柔軟な働き方が選択でき、しかも公正な処遇が確保されている。  

仕事と生活の調和が実現した社会 

ひな祭り会 
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新室員ご挨拶  

 今年度より男女共同参画推進室の室員を拝命いたしました。私自身は、育児休業もない時代で
したので、家族の協力、職場の理解を得て続けることができました。さらに働きやすい職場環境
となることを願い、微力ですがお手伝いさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

興戸 律子 教育学部附属学習協創開発研究センター 助教 

魚住 郁子 医学部看護学科 准教授 

 4月より、男女共同参画室室員を務めさせていただくことになりました。私自身、看護の仕事を
しながら、2人の子供を育て一息ついたと思いきや、現在は同居の実母の介護に日夜忙しくしてお
ります。職場の理解をいただいてなんとか、仕事と介護を両立しております。高齢社会を迎え、
様々な状況の中ですべての人がイキイキと仕事ができるよう、微力ながらお手伝いできれば幸い
です。よろしくお願いいたします。 

古山 浩子 工学部化学・生命工学科 准教授 

 ４月から男女共同参画室の室員を拝命いたしました。これまで教育研究活動だけに従事してき
ましたが、今回、懐妊したことからはじめて本推進室の取り組みに関心を抱きました。林室長お
よび室員の先生からご教授をいただき、微力ながら役目を果たしたい所存です。 

落合 絵美 男女共同参画推進室 特任助教（コーディネーター） 

 4月より男女共同参画推進室の特任助教として着任しました。学生、教職員ほか岐阜大学に関わ
る皆様にとって有意義な事業を展開していきたいと思っておりますので、ご意見・お問い合わせ
などいつでもお寄せください。男女共同参画推進室（カモミール・カフェ）でお待ちしています！ 

上田 浩司 人材開発部長 

 本年４月１日付で人材開発部長を拝命しました。前職は大阪教育大学で総務部長をしておりま
した。歴史と伝統ある岐阜大学で勤務できることを非常に光栄に思っております。 
 林室長及び室員の方々のご指導を賜りつつ、本学の男女共同参画推進に取り組んでいきたいと
思っております。よろしくお願いします。 

－２－ 
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カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

 「かもみーる通信」93号（2018年3月）において、「多様な人材参画推進室」設置をはじめ工学部の多

様性人材活力推進に係る精力的な活動についてご紹介しましたところ、相次ぐ朗報として入ってきました

のが、妊娠中の女性研究者を対象とする「研究補助員配置制度実施要項」（2018年4月18日 工学部長裁

定）が工学部で独自に制定され、運用が開始されたとのニュースです。 

 女性限定公募も積極的に実施し女性研究者の活躍を促進している工学部の「研究補助員配置制度」では、

「研究補助員を配置することができる期間は、妊娠中の期間（産前休暇中を除く。）とし、原則として週

20時間未満とする。」、「希望する支援期間の2週間前までに、研究補助員制度利用申請書（別紙様式

1）を学部長に申請するものとする。」というように、想定・計画通りにはゆかない「妊娠」という状況下

にある研究者に対して、可能な限りの便宜を図り、手厚い支援をおこなっていることがうかがえます。 

 これまで岐阜大学では、男女共同参画推進室の取り組みとして、育児や介護等と研究との両立支援およ

び研究補助員（研究支援者）のチャレンジ支援・再チャレンジ支援に寄与することを目的として、「研究補

助員配置制度」 
https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/activity/05.html 

を運用してきました。2014年度からは、申請資格条件を満たす女性研究者のみならず男性研究者の方々

にもご利用いただける制度となっています。 

 具体的には、育児や介護等により研究時間の確保が困難な研究者の方々を対象に、研究データ解析、学

会発表資料作成、実験補助、文献調査、統計処理等の研究補助業務をおこなう研究補助員を配置し、育児

や介護等と研究との両立を支援することを目的としています。また次世代育成のために、研究支援者と被

支援者双方のキャリア形成、キャリア復帰等のチャレンジ支援・再チャレンジ支援に寄与することを趣旨

としています。 

 また、「かもみーる通信」74号（2016年8月）「カモミール月暦」欄でご紹介しましたように、各部局

において育児休業等により欠員が生じた場合、運営上、さまざまな支障をきたす恐れがあるとともに、産

休・育児休業中の職員が業務（自宅からの指示を含む）に従事することは、労働基準法や特別休暇の趣旨に

も反することから、当該部局に対する本部の対応として、次のような支援策が講じられています。 

 産前産後休暇中の職員には給与（100％）が支給されるが、当該部局では減員となる

こと、職員就業規則において当該期間中の代替職員（常勤）の雇用が認められているこ

とから、人件費相当額を配分するのではなく、代替職員等の人件費を本部経費で負担す

るかたちで、部局への支援をおこなう。 

 部局において、育児休業等（産休を含む）により減員が生じた場合、当該職員の人件費

の範囲内で、 

①代替職員（常勤） ②非常勤講師（みなし代替職員） ③非常勤職員（学術研究補佐員、

技術補佐員、技能補佐員）（みなし代替職員） いずれかの雇用により支援する（併用は

原則として不可。場合によっては、②と③の併用可）。 

 以上のように、「男女共同参画推進室 研究補助員配置制度」も「教育職員が育児休業等を取得する際の

当該部局への支援」についても、予算運用の都合上、付帯条件をなくすことは容易ではありませんが、岐

阜大学の多様な人材の活力発揮に向けて、さまざまの方策が講じられているところです。今回、工学部の

画期的な取り組みをご紹介することで、当該課題に対する構成員お一人おひとりの一層のご理解やご協力

が得られれば幸いです。「働きやすく学びやすい大学」をめざして、引き続き、皆さんのご支援ご協力、

どうぞよろしくお願いいたします。 
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ランチタイム カモミール・カフェ 

サイエンス夢追い人育成プロジェクト 
（女子大学院生による出前講義）説明会 

活動実績集ご希望の方は、男女共同参画推進室までお知らせください。 

 4月25日（水）に男女共同参画推進室（カモミール・カフェ）にて「サイエンス夢追い人育成プロジェ

クト（女子大学院生による出前講義）」説明会を開催しました！ 

 説明会では、男女共同参画推進室の落合絵美コーディネーターが出前講義の趣旨や内容について説明し

たあと、参加者と意見交換をおこないました。参加者からは、「研究室の先輩から『楽しいよ！』と聞い

たので私もやってみたい」「塾で講師をしているけれど、自分の研究についても高校生の前で講義してみ

たい」などの声が寄せられました。今年度もすでに岐阜県内の高校から続々と出前講義への依頼が舞い込

んでいます（例：長良高校、大垣工業高校など）。あなたも出前講義の講師になってみませんか？ 講義

の準備は教員がサポートします！ 今後は出前講義登録者向けの交流イベントも開催していく予定ですの

で、こちらにも奮ってご参加ください。 

 男女共同参画推進室では、女性研究者の裾野拡大を目的として、岐阜大学の女子大学院生が県内の

小中高等学校に赴き、自身の研究やこれまでの進路選択の経緯について講義をおこなう「サイエンス

夢追い人育成プロジェクト（女子大学院生による出前講義）」を実施しています。日本における女性研

究者比率は先進諸国と比べて低く、なかでも自然科学分野においてその傾向が顕著です。岐阜大学で

も女性研究者比率の向上に向けた取り組みを展開しており、出前講義はそのひとつです。そのため、

本事業において講師として登録できるのは【岐阜大学に在籍する女子大学院生】に限定しています。 

 5月15日（火）のお昼休みに出前講義登録者向けの講習会を開催しま

す。講師は教育学部理科教育講座の中村琢先生です。中高生を前に講義

する際のコツや注意点などについて教えていただく予定です。出前講義

の登録者や出前講義に関心がある人だけでなく、「中高生に講義する際

のコツが知りたい！」という方のご参加も歓迎します！  

 お弁当を食べながらご参加いただけますので、お気軽に男女共同参画

推進室（カモミール・カフェ）へお越しください。 

【出前講義ってなに？】 

みなさまのご参加をお待ちしています。 

日にち： 5月15日（火） 
時 間： 12：10～12：50  
場 所： カモミール・カフェ 

昼食をご持参 

ください♪ 

（大学会館2F 生協中央店前） 

―出前講義講習会のお知らせ― 

ランチタイム カモミール・カフェ 

お問い合わせ：内線 3397 sankaku@gifu-u.ac.jp 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3378 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

保育園たより 
平成 

29年度 

3月○○日 

室員インタビュー 

  「室員インタビュー」第1回は、4月から室員に加わってくださった魚住郁子先生に、仕事と生活の

調和（葛藤）についてコーディネーターの落合絵美がお話を伺いました。 

 病院で看護師長などを長年務めた後に「より質の高い看護教育を」との思いから教員としてのキャ

リアをスタートされた魚住先生。現在は、看護師の抱えるストレスと就業継続の関係について調査・

研究しています。 

 岐阜大に着任して今年で3年目。同居する母親の介護をしながら教育・研究する毎日はまさに「息つ

く暇もない」ほどの忙しさですが、周囲の人々の理解や支援、そして学生の頑張る姿に勇気づけられ

る毎日です。 

 2018年1月に岐阜大学と共同実施機関が開催した「仕事と介護の両立支援セミナー」に参加し、介

護を抱えながら働く岐阜大の仲間と交流できたことで「憑き物が落ちた」ように介護サービスを利用

することへの罪悪感から解放されたとのこと。そして、仕事と育児や介護を両立するためには「完璧

主義を捨てる」ことも大切だと語ってくれました。 

「思い込みから自由になること」 

医学部看護学科 魚住 郁子 准教授 

【魚住先生からのメッセージ】 

「仕事って楽しいですよ。継続しないと見えてこない世界があります。 

『何とかなる』と思って前向きに『辞めないための方法』を探してみてください。」 

【魚住先生の「あったらいいな」】 

岐阜大学の教職員や学生が仕事や学生生活、育児・介護などについて情報交換できる交流会 

 岐阜大学保育園には毎月楽しいイベントが

あります。きれいな桜を観察しながらのお散

歩、お天気がいい日には砂場で外遊び、外に

出られない日でもマットで室内遊び、4/17

にはお話し会もおこなわれました！ 
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連携型共同研究 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

― 2018年（平成30）度 連携型共同研究助成 採択者決定 ― 

 本制度は、平成27年度に採択された科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イ

ニシアティブ（連携型）」（代表機関：岐阜大学）の一環として、同事業の共同実施機関（岐阜薬科大

学、岐阜女子大学、アピ株式会社）および岐阜県内の女性研究者の研究力向上を図り、研究者同士の交

流、地域への定着、さらには上位職登用につながるような「地域循環型研究者育成」をめざして実施し

ています。 

 2018年度は、すでに実用化段階にある共同研究に対して研究費用を助成するものであり、厳正な審

査の結果、今年度は岐阜大学で4件（共同実施機関の合計：7件）の共同研究が採択されました。 

柴田早苗准教授（応用生物科学部） 

「プロポリスを含有する動物用創傷保護剤の製品化に向けた研究」 

山根京子准教授（応用生物科学部） 

「ワサビの甘味の客観的評価方法の確立」 

稲垣瑞穂助教（応用生物科学部） 

「授乳と離乳による微生物共生関係の変換点：離乳食開始の指標づくり」 

小山真紀准教授（流域圏科学研究センター） 

「生きづらさ学研究成果の出版」 

※上記は岐阜大学での採択課題。研究代表者名のみ掲載。 

2019年2月には採択課題（4機関合計７件）の研究成果報告会が開催される予定です。上記の研究課題

に関心のある方や次年度の応募を検討されている方など、多くの方々のご参加をお待ちしております。 
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カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

 皆さん、昨年10年ぶりに改訂された岩波書店『広辞苑』第７版における「ＬＧＢＴ」の解説文が訂正された

との年頭のニュースをご記憶でしょうか。また、著名な経済評論家が同性のパートナーとの同居を公表した

ニュース、同性愛や同性婚をテーマとするテレビドラマが話題となっている最近の動向に詳しい方々も大勢い

らっしゃることでしょう。 

『広辞苑』第７版の修正された解説文によれば、「ＬＧＢＴ」とは、 

と説明されています。当初は、「多数派とは異なる性的指向をもつ人々」と記述されており、「Ｔ」のトランス

ジェンダーについて、「心と体の性が一致しないことを指すもので、性的指向とは関係がない」と指摘され、上

記のような訂正に至ったとされています。  

 このような「性」の多様なあり方を尊重し、ＬＧＢＴの支援に取り組む大学や企業が増えています。専任職員

と学生スタッフが常駐する早稲田大学「ＧＳセンター」では、ＬＧＢＴの学生と支援者らが自由に使えるスペー

スを用意し、プライバシーが保てる相談室の利用者数が1年間に延べ約960人に上っているとのこと。また、筑

波大学では、改訂版ガイドラインに、カミングアウト後に第三者に暴露される「アウティング」について、「自

死（自殺）といった最悪の結果を招きかねない」ことから「ハラスメントとして対処する」とし、ガイドライン

末尾には、「個人が、それぞれに価値ある存在として自らの能力を開花できる真のダイバーシティ（多様性）の

実現を目指す」と明記されています（「岐阜新聞」5月18日（金））。 

 また、「ＬＧＢＴフレンドリー」のサービスを提唱する企業も増えており、今年4月28日（土）から5月6日

（日）に開催された国内最大級のＬＧＢＴ関連イベント「東京レインボープライド」には、過去最高の213の企

業・団体が協賛し、ＬＧＢＴの人々がそれぞれの性的指向や性自認に「誇り」をもって生きることが謳われたと

のことです（「毎日新聞」5月14日（月））。 

  去る5月17日（木）に、岐阜県女性の活躍支援センター長の原永子さんと主査の堀川奈美さんが、センター

の活動紹介と今後の連携に係る打ち合わせの趣旨でカモミール・カフェを訪ねてくださいました折に、「岐阜大

学LGBTsサークル にじねこ」 https://profile.ameba.jp/ameba/gifu-u-lgbt の話題が出ました。原セン

ター長には、「にじねこ」の活動の記事を目にしていただいたとのことで、ＬＧＢＴの学生の支援に取り組んで

いる学生サークルの真摯でのびやかな活動に感銘を受けたとのお言葉をいただきました。折しも、岐阜県男女共

同参画プラザ（ＯＫＢふれあい会館）では、ＬＧＢＴの相談を受け付ける専用電話を岐阜県下で初めて開設したと

のことです。 

1. レズビアン・ゲイ・バイセクシャルおよびトランスジェンダーを指す語。 

2. 広く、性的指向が異性愛でない人々や、性自認が誕生時に付与された性別と異なる人々。 

―― 多様なあり方（ＬＧＢＴ）の支援に向けて ―― 

― 岐阜県男女共同参画プラザ ＬＧＢＴ専門相談 ― 

毎月第３金曜日 17：00～20：00 （祝日、年末年始、ＯＫＢふれあい会館休館日を除く） 

０５８－２７８－０８５８ 

 専用電話で対応している相談員の方々は、ＮＰＯ法人などでＬＧＢＴの知見を積んだメンバーであり、当事者

や家族、友人、パートナー、同僚らからの相談に乗り、必要に応じて別の公的機関や民間団体を紹介するとのこ

とです。 

  一人ひとりがかけがえのない（異なる）存在であるように、多様性を有する性のあり方――。少数者が尊重さ

れる社会は、多数者にとっても生きやすい社会になるのではないでしょうか。男女共同参画推進室・人材開発部

職員育成課では、大学構成員一人ひとりにとって「学びやすく、働きやすい大学」となるよう、学生サークルの

皆さんとも連携しつつ、この課題にも誠実に向き合ってゆきたいと願っています。 
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ランチタイム カモミール・カフェ 

サイエンス夢追い人育成プロジェクト 
（女子大学院生による出前講義）講習会 

活動実績集ご希望の方は、男女共同参画推進室までお知らせください。 

男女共同参画週間 

活動実績集には、昨年度の 
出前講義を掲載しています。 

 男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男

女共同参画社会」を実現するためには 、一人ひとりの取り組みが必要です。 

 私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか？  

男性と女性が、職場で、
学校で、地域で、家庭で、
それぞれの個性と能力を
発揮できる「男女共同参
画社会」を実現するため
には 、一人ひとりの取り
組みが必要です。 

6月23日（土）～29日（金）は、男女共同参画週間です。 

 5月15日（火）、男女共同参画推進室（カモミー

ル・カフェ）にて「サイエンス夢追い人育成プロジェ

クト（女子大学院生による出前講義）」登録者向け講

習会を開催し、6名の女子大学院生が参加しました。 

 「高校生への出前講義を考える～出前講義を実施す

る大学院生の皆さんのために～」と題した講習会では、

教育学部理科教育講座（物理学）の中村琢准教授が高

校教員だったご自身の経験を踏まえて、高校生に授業

する際のコツや注意点について、参加者同士のロール

プレイを交えながら講義してくださいました。 

出前講義の講師になってくださる女子大学院生を募集しています！ 

関心のある方は、お気軽に男女共同参画推進室までお問い合わせください。 

 参加した女子大学院生は、すでに自分の研究テーマの面白さや意義を相手に伝えられる能力に溢れた

メンバーばかりで、有意義で充実した講習会となりました。 

 今年度の出前講義は7月から順次、実施する予定です。7月には3校（すべて高校）、延べ4名の講師

（女子大学院生）が岐阜県下の高校に赴いて出前講義を担当します。その他にもすでに数校から講師派

遣の依頼が来ています。 

 本事業が小中高等学校の児童・生徒のサイエンスへの興味・関心を高めると同時に、担い手である女

子大学院生の研究発表を含めた研究・教育スキル向上に資することを願っています。 

E-mail : sankaku@gifu-u.co.jp  TEL : 058-293-3397 

（ 内 閣 府 男 女 共 同 参 画 推 進 本 部 決 定 ）  

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3378 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

室員インタビュー 

保育園たより 

「大学はすべての構成員が成長できる場所」 

応用生物科学部共同獣医学科  椎名 貴彦 准教授 

 室員インタビュー第2回は、男女共同参画推進室の室員になって4年目の椎名貴彦先生にコーディ

ネーターの落合絵美がお話を伺いました。 

 幼少期から養豚業を営む祖父の姿を見て畜産動物への親しみと生体への関心を持ち、獣医を目指し

た椎名先生。獣医学科在学中に研究の面白さに目覚めて博士課程に進学し、岐阜大学で研究者として

のキャリアを積み重ねてきました。現在は、食物の栄養を吸収する消化管（食道、胃、小腸、大腸）

の運動を制御する神経の役割について研究しています。 

 椎名先生が農学部（現 応用生物科学部）に着任した頃は、獣医学科（当時）に女性教員が1人もいな

かったそうですが、数年前に1人目の女性教員が着任し、現在は女性教員比率が学科全体の2割近くに

達するなど、女性研究者が着実に増加傾向にあるとのことです。 

 ご家庭では、育児と家事をパートナーと分担し、週末は父子でサイクリングや動物と触れ合える場

所へお出かけするなど、パートナーと働く時間を調整し合うことでワーク・ライフ・バランスを維持

できているそうです。 

 悩みは夏休みなど長期休暇中の子どもの預け先について。地域の学童施設に入れないため、民間の

学童に預けたり大学の研究室で一緒に過ごしたりしながら、昨年はなんとか乗り切ったそうです。 

 職場でしかできない仕事（または自宅でもできる仕事）や細切れ時間の活用など、

時間の使い方に敏感になりましょう。そうすることで、小さくても成果（業績）を積

み重ねていくことができ、それが「次」につながります。 

 大学は学生だけでなく教員や職員などすべての構成員が「成長できる場所」。育児や介護などの

制約を抱える構成員を支える制度の存在は、サービス利用者の利益にとどまらず多様な人々が参画

する社会の形成に役立っており、ひいては社会全体の利益になるのだと思います。 

 小学校の長期休暇中に安心して子どもを預けられる学童サービス 

【椎名先生の「あったらいいな」】 

【椎名先生からのメッセージ】 

プランターに 
お花の苗を植えました。 

消防車と記念撮影♪ 

玉ねぎの収穫も 
体験できました。 
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学童保育トライアル 

かもみーる通信 
 News  letter  

岐阜大学男女共同参画推進室 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

参加者募集！ 

開催日：8月23日(木)、24日(金) 
時 間：８：45 ～ １7：００（8:15～受付開始） 

お迎え時間：17：00 ～ 17：30（17:30 閉室） 

場 所：岐阜大学 大学会館2F 第6集会室、図書館、岐阜薬科大学 薬草園 

対 象：岐阜大学・岐阜薬科大学・岐阜女子大学・アピ株式会社に所属する 

    教職員・社員の子ども（小学生） 

参加費：1日2,000円×2日＝4,000円 

    （材料費、昼食・おやつ代、傷害保険料を含む。納入後の返金不可） 

定 員：25名（両日・全行程に参加できる方を優先します） 

申込期間：7月２日（月）～7月13日（金）16：00まで 

申込方法：参加申込書(G-group)を下記へメール・Faxで提出（持参も可） 

2日間 

お申込み：岐阜大学男女共同参画推進室 E-mail : sankaku@gifu-u.ac.jp Fax : 058-293-3396 

◆ 動くおもちゃ作り（岐阜女子大学） 

◆ みつばち講座 
（はちみつ採集・試食体験 アピ株式会社） 

◆ 岐阜大学図書館 探検ツアー 

８月２3日（木） 

★ 薬草園の見学・体験ツアー（岐阜薬科大学） 

★ マーブルタウン（町づくり・職業体験 岐阜大学） 

★ 閉校式、集合写真 

８月２4日（金） 

－２－ 
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カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

――  第15回 多様性人財活用推進会議 報告 ―― 

「多様性人材活力推進行動計画」の実施状況 

 岐阜大学は、「多様な人材」の活躍が大学全体の教育・研究・社会貢献の活力の源泉であるとの認識の

もと、「岐阜大学多様性人材活力推進行動計画」（2014年11月20日 役員会承認）

https://www.gifu-u.ac.jp/about/approach/diversity.html を策定し、構成員の意識改革・環境整備

などによって、多様性人材活力推進に係る岐阜大学の理念を着実に実践してゆくことをめざしています。 

 基本方針にもとづき、ダイバーシティ推進のための企画・立案・実施方針の策定などをおこなう「多様

性人財活用推進会議」は、学長を議長とし、理事、副学長、学部長、研究科長、センター長、部長、機構

代表者、計29名で構成されています。6月14日（水）部局長・部長会終了後に開催された、第15回 多

様性人財活用推進会議の議事の一部をここにご紹介しましょう。 

「岐阜大学多様性人材活力推進行動計画」にもとづく各部局等の取り組みに関して、すなわち、「大学運

営における多様性人材活力の推進」「男女共同参画推進」「外国人構成員の支援と文化的多様性の促進」

「障がいのある構成員の支援」「学生・教職員への多様性人材活力推進に関する啓発活動の推進」「地域

社会・国際社会との連携を通じた多様性人材活力推進」の各事項に対応する各部局の取り組みに関して、

昨年度の実施状況と今年度の実施計画に係る調査結果（各部局からの情報提供）を全学で共有し、実効性

のある取り組みを今後の活動に活かすべく意見交換をおこないました。 

 「多様な人材参画推進室」設置や「研究補助員配置制度」の運用など、工学部の特筆すべき取り組みに

ついては、「かもみーる通信」95号（2018年5月）でもご紹介したところですが、さらに工学部では、

当面すべての教員公募にあたり、「本学では、男女共同参画社会基本法の趣旨に則り、男女共同参画を推

進しています。業績や能力などが同等であれば女性を採用する方針であるため、女性研究者の積極的な応

募を望んでいます。」という文面を掲載することを義務づけるなどの取り組みが進められています。工学

部とともに応用生物科学部では、女性教員限定公募による採用の実績が着実に挙げられていることも、す

でに周知の通りです。 

 さらに、民間からの有識者を病院長特別補佐として登用（附属病院）、障害者枠で非常勤講師を雇用

（学務部）、構成員のニーズにもとづく勤務時間シフトの実施（保健管理センター）、妊娠中・育児中の

職員に配慮した授業・委員会担当体制の整備（地域科学部）、ノー残業デーの実施（財務部・施設部・学

務部等）、外国人構成員に向けてのホームページ英語版の充実・更新（総合企画部等）、障害者用駐車ス

ペース設置（工学部・地域科学部等）、車椅子使用学生のための緊急避難時用エア・ストレッチャーの配

置（地域科学部）、人権学習・ジェンダー研究関連授業の充実（教育学部）、県下自治体における男女共

同参画推進審議会への委員派遣（教育学部、地域科学部、工学部等）、障害のある学生のサポート体制の

構築・運用（障害学生支援室、保健管理センター等）等々、「多様性人材活力推進行動計画」に則った堅

実な取り組みが展開されていることが確認されました。 

 紙幅の都合で、ここにすべての取り組み内容や成果・実績について挙げることはできませんが、他にも、

医学部（医学科・看護学科）では、男女共同参画推進室・人材開発部職員育成課が中心となって開催して

いる意識改革のための各種行事への参加や、研究補助員配置制度をはじめとする環境整備のための諸制度

の活用が、構成員に積極的に呼びかけられていることも確認されました。 

 岐阜大学における多様性人材活力推進に向けて、全部局構成員の意識改革が進み、堅実な実践活動が繰

り広げられることによって、「働きやすく学びやすい岐阜大学」が実現することを心より願っています。

皆さまのご支援ご協力、引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

119



－3－ 

夏休みこどもガイド 

（女子大学院生による出前講義） 

サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

7月中旬に「働く親のための夏休みこどもガイド」を発行します。 

親子天文教室 
「望遠鏡を作って見よう」 

へら押し 
レリーフつくり 

君にもできる
DNA鑑定 

 夏休みに開催される小中学生向けイベントを掲載しています。 

夏休み自由研究 
ほうしゃせん霧箱工作体験 

昆虫教室 
「わくわく、びっくり、昆虫探検！」 

こどもガイドは、G-groupでPDFをダウンロードしてご利用ください♪ 

 講師の後藤可南子さん（自然科学技術研究科修士課程2年）が、「私の進路選択―やりたい

ことを―」をテーマに、岐阜大学での研究内容や学生生活のほか、現在に至るまでの進路選

択や受験勉強への取り組み方などについて情報技術科の生徒38名を前に熱く語りました。 

 講義後の質疑応答の時間には、受験勉強のコツや自分の進路希望を親に理解してもらえる

ように伝える方法など、受験生の「先輩」である後藤さんに対して多くの質問があがりまし

た。出前講義後のアンケートには「研究の面白さに触れることができた」「改めて大学に進

学したいと思った」「親に反対されても自分の意志を伝えることが大切だと学んだ」などの

感想が寄せられ、生徒の皆さんに多大の刺激と希望がもたらされたようです。 

7月2日（月）、大垣工業高校にて出前講義（第127回）を実施しました。 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

シンポジウム報告 

保育園たより 

つ ば め  か も め  す こ や か  

 6月30日、お茶の水女子大学にて開催された国際シンポジウム「女性リー

ダーはいかにして『育つ』か？」にコーディネーターの落合絵美が参加しました。 

 第1部の基調講演では、野田聖子総務大臣兼女性活躍・男女共同参画担当大臣

および陳善美（チンソンミ）韓国国会議員が登壇しました。野田大臣は、日本は

先進国のなかで（韓国と並んで）際立って女性管理職比率が低い国であること、

このことは国会や市区町村議会に占める男女議員比率においても同様であり、女

性議員の少なさが女性特有の課題が議会において取り上げられにくいことにつな

がっていることを指摘しました。陳議員は、韓国の戸主制度（男性を家族の筆頭

者＝戸主とする制度）の違憲判決を求める裁判に弁護士として参加したことを通

して「人の生活を抑圧する法律を変えたい」との思いから政治家になったこと、 

2005年に比例代表選挙の候補者名簿の女性割合を50％とするクオータ制度がスタートしたことで女

性議員比率が増加したものの依然として国際基準に比べて低位であることなどの報告がありました。 

 続く第2部では、円より子元参議院議員とヨハンナ・ウッカマン社会民主党常任理事（ドイツ）がパ

ネリストとして登壇しました。円元参議院議員は政党執行部において女性が圧倒的に少ないことや長年

取り組んでいる女性政治家養成スクールにおける取り組みについて、ウッカマン社会民主党常任理事は

同じ行為をしたときに男女によって評価が変わる（例：権力者に対して異議申し立てをしたとき、男性で

あれば「勇敢」と評価されることが女性の場合は「ヒステリック」とバカにされる）など、どの報告も政治

の世界で女性が活躍することの困難そして将来への希望を感じさせる、若い世代へのエールが込められ

た内容でした。 
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研究補助員配置制度 

英文校閲助成 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

募 集 予 告  

 2015（平成27）年度に採択された「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」事業の

一環として、女性研究者の研究力向上を目的に、学術雑誌への論文投稿に必要な英文校閲費を助成します。 

2018年9月3日（月）～2018年10月5日（金） 

助成対象、助成金額、応募方法などの詳細は、申込期間中に男女共同参画推進室WEBでご確認ください。 

＜ 応募資格 ＞ 岐阜大学に所属し、国際誌に英語論文を投稿する女性研究者（常勤の教員に限る。） 

研究分野は問いません。ただし、原則として投稿する論文の筆頭著者であること。 

＜ 申込期間 ＞ 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

 男女共同参画推進室では、育児や介護等と研究との両立支援および研究補助員（研究支援者）のチャレ

ンジ支援・再チャレンジ支援に寄与することを目的として、研究補助員配置制度を実施しています。 

2018年８月２７日（月）～ ９月５日（水）午後４時 必着 ＜ 申請期間 ＞ 

＜ 申 請 資 格 ＞  

 本学に雇用される研究者で次のいずれかに該当する者 
（１） 小学校３年生までの子どもをもつ研究者（休暇、休業中を除く） 

（２） 市町村から要介護、要支援、障害者の認定を受けている親族
について、主たる介護・看護者が申請者自身である研究者 
＊上記（１）（２）の申請資格に関しては、配偶者がいる場合は、配偶者がフルタイム就
労者である者に限る。 

（３） 妊娠中の体調不良により、研究活動等の遂行に支障がある女
性研究者（産前休暇中を除く） 
＊上記（３）の申請資格に関しては、配偶者の就労形態に関しては問わないが、申請者の
体調に関して、配偶者、研究室責任者あるいは部局長、医師などとよく相談し、研究継続
が可能かどうかを確認のうえ申請すること。 

（４）男女共同参画室長が認める者 

本制度の対象となる職 
① 常勤職員のうち、以下の職に従事している
者 
(a) 教授、准教授、講師、助教、助手 
② 有期雇用職員（フルタイム）のうち、以下の
職に従事している者 
(a) 特任教員（特任教授、特任准教授、特任講師、
特任助教） 

(b) 研究員・研究支援員＊ 
(c) 医員＊ 
③ 男女共同参画推進室長が認める者 

＜ 配置期間 ＞ 2018年11月1日（木）～ 2019年3月31日（日） 

 原則として週8時間を上限とし、５ヶ月間で合計160時間まで 
 TA（ティーチング・アシスタント）、RA（リサーチ・アシスタント）を担当している大学院生を研究
補助員とする場合には、TA、RAと研究補助員の勤務時間が合わせて週20時間を超えないことを条件
とします。 
 雇用時間数は、諸条件を勘案したうえで男女共同参画推進室が決定しますので、申請された時間より
も短くなる場合があります。 

申請資格、申請方法などの詳細は、申請期間中に男女共同参画推進室WEBでご確認ください。 
https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

＜ 雇用時間数 ＞ 
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カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

女性の活躍推進、地元企業との連携 

―― 太平洋工業株式会社 訪問 ―― 

 岐阜大学が代表機関となり、岐阜薬科大学、岐阜女子大学、アピ株式会社の方々とともに、文部科学省科学技

術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境イニシアティブ（連携型）」（2015年度〜20年度）「地域循

環型女性研究者育成・支援プログラム」を開始して4年目を迎えました。「清流の国 輝くギフジョ 支援プロ

ジェクト」と称しての本連携事業の成果と課題につきましては、「かもみーる通信」でも折に触れてご報告ご紹

介してきたところです。 

 女性研究者育成・支援事業として、すでに多くの方々に関わっていただいてきましたように、意識啓発やキャ

リアパス支援のための種々のセミナー、フォーラム、シンポジウムの開催のみならず、女性教員限定公募、研究

補助員配置制度、人財バンク、学童保育トライアル、保育園の拡充等々、さまざまな取り組みの実施運用を進め

てきました。 

 また、「岐阜県を中心とする地域内での女性研究者・女性技術者の流動性を高めつつ、安定した活躍の場を確

保することによって、女性による岐阜創生に繋げる」ための取り組みとしては、「連携型共同研究プロジェクト

支援制度」や「女性研究者インターンシップ」等々を精力的に展開してきましたが、今年度はさらに、共同実施

機関であるアピ株式会社との協同を範例として、地元企業の皆さんとの連携を模索しているところです。  

 その一環として、去る7月2日（月）、自動車部品・電子機器製造で有名な太平洋工業（株）（従業員数：男性 

1,508名 女性 170名 計1,678名 2017年3月現在）の本社（大垣市久徳町）と東大垣工場（大垣市浅西）を訪問

し、小川信也 代表取締役社長との対談、女性社員の方々との座談会に参加しました。 

 太平洋工業（株）は「岐阜県子育て支援エクセレント企業」（現、岐阜県ワーク・ライフ・バランス推進エクセレ

ント企業）として認定されており、小川社長は、女性活躍推進に向けた機運を醸成するために岐阜県内の企業経

営者が一堂に会した「清流の国ぎふ女性の活躍推進サミット」（2018年2月22日、岐阜都ホテル）でも、旗振り

役となって「行動宣言」を提唱なさるなど、女性活躍推進について意識が高く実行力のあるリーダーとして知ら

れています。ちなみに、小川社長には、岐阜大学経営協議会の学外委員もお務めいただいています。 

 太平洋工業（株）を代表する5名の女性社員の方々との座談会では、以下のようなテーマで意見交換をおこな

いました。 

 女性が長く（定年まで）働くために必要なことは何だと思いますか？ 

 社員一人ひとりが生き生きと働くにはどうしたらよいと思いますか？ 

 ワーク・ライフ・バランスで大切にしていることは何ですか？ 

 入社してから現在までにおいて、転機となったことや新たなやりがいを見出した経験はありますか？ 

 自身の能力を十分に発揮するために心がけていることは何ですか？ 

 仕事とスポーツ競技＊の両立、仕事と家庭生活の両立で心がけていることは何ですか？ 

  ＊日本リーグ所属女子ソフトテニス部主将の女性社員 

 障害者、外国人、高齢者、女性などの多様な人材が、差別なく活躍できる職場環境をつくるにはどう

したらよいと考えますか？  等々 

 今回は紙幅の都合で、女性社員の方々による個々のコメントをご紹介することはできませんでしたが、75分

にわたる座談会は、女性の活躍推進に向けて、ひいては社員一人ひとりの活躍に向けて、太平洋工業（株）の皆

さんの意識の高さや取り組みの充実ぶりがうかがえる有意義な機会となりました。育休や短時間勤務の期間延長

などの制度拡充や、育児や介護時に社員どうしが支え合う風土づくりを率先なさっていらっしゃる小川社長との

90分におよぶ対談については、今秋、『CSRレポート 2018』に掲載していただく予定となっています。 

 今回の太平洋工業（株）訪問をとおして、研究開発や人材確保について大学に寄せる企業側の多大の期待を感

得しました。今後、男女共同参画推進室としては、企業と大学の女性研究者による共同研究に向けてのワーク

ショップ、情報交換、交流会等の開催、ワーク・ライフ・バランス実現のための勉強会実施やインターンシップ

制度の構築等々、企業と大学が協同してのさまざまな連携の可能性を追求してゆきたいと願っています。 
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研究室見学会（発展型出前講義） 

サイエンス夢追い人育成プロジェクト 
（女子大学院生による出前講義） 

・May Sweet（工学研究科） ・Phyo Myat Lin（自然科学技術研究科）  

・後藤 みなみ（連合獣医学研究科） ・松井 友梨（自然科学技術研究科） ・松本 昇子（自然科学技術研究科）  

・沓掛 あすか（自然科学技術研究科）・吉嵜 響子（連合獣医学研究科） 

【参加女子大学院生】 

（50音順）（敬称略） 

▲ 仲澤和馬研究室 ▲ 獣医病理学研究室 ▲ 比較生化学研究室 

▲ 女子大学院生との交流会 

▲ 王志剛研究室 ▲ 自然エネルギー研究室 

 7月19日（木）、長良高校の2年生（理系クラス）女子生徒34名が岐阜

大学を訪問し、今年で7回目となる研究室見学会を開催しました。 

見学会では、４つの見学コースに分かれて工学部、応用生物科学部、教育

学部の計5研究室の中から1グループにつき2か所の研究室を見学しました。 

 各研究室では、施設や設備を見学したほか、各研究室に所属する女子大

学院生が研究内容の紹介や大学・大学院での学生生活などについて分かり

やすく説明しました。 

 7月9日（月）岐阜県立多治見高等学校において大学院生の後藤可南

子さん（生物生産環境科学専攻 修士課程2年）と永田麻純さん（知能理工

学専攻 修士課程2年）が出前講義を実施しました。 

 後藤さんと永田さんは、自然科学コースの2、3年生（合計70名、うち

女子19名）を前に、大学・大学院における研究活動や現在に至るまで

の進路選択の経緯、そして受験勉強への取り組み方などについてご自身

の経験を紹介しながら丁寧かつ具体的に語ってくれました。 

 講義後のアンケートには、「受験勉強のコツが参考になった」「研究

の話が面白く、自分も研究したいと思った」「受動的ではなく能動的に

物事に取り組んでいきたいと思った」等の感想が記され、今まさに進路

選択に直面している高校生たちにとって有意義な機会となったようです。 

 岐阜大学男女共同参画推進室では、今後も岐阜県内の高校を中心に女

子大学院生による出前講義を精力的に実施していきます。 

▲ 後藤可南子さん 

▲永田麻純さん 

 研究室見学後の女子大学院生との交流会では、女子生徒を３つのグループに分け、それぞれのグループ

に分野の異なる女子大学院生2名が加わり、自由な質疑応答の時間を設けました。研究室見学の際には緊張

していた高校生たちでしたが、交流会では年齢の近い「先輩」たちに将来のこと、受験勉強のことなど

次々に質問が寄せられ、笑い声の絶えない賑やかな交流会となりました。 

 アンケートには、「進路希望がより明確になった」「女子大学院生との交流会が楽しかった」「大学や

研究の面白さが分かり、はやく大学生になりたいと思った」などの感想が寄せられ、女子大学院生が女子

高生たちにとっての「憧れ」のロールモデルになったようです。 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

「のむゼミ」のご紹介 

つばめ 

説明の後、4名ずつ3グループに分かれてグループワークを行いました。グループ

ワークでは、『AERA』の「家事育児100タスク表」や付箋を用いながら「パー

トナーと家事・育児を分担するには？」「子どもがインフルエンザで5日間登校

停止になったらどうする？」など、共働き夫婦が直面しやすい問題について参加

者が意見を出し合いました。 

 参加した学生たちは、「パートナーと相談しながら『自分たちの方法』を見つ

けることが大切」「普段から家族や会社の同僚と助け合える関係性を築いておく

ことが緊急時の支えになる」「自分たちの努力では解決できないことは社会の問

題としてみんなで議論することが重要」などの感想が寄せられました。身近な話

題を題材に思考し、仲間の多様な意見に触れられる貴重な機会となりました。 

 7月11日（水）の午後、岐阜大学を中心とする大学生たちが社会

で活躍するゲストを囲んで社会問題を勉強する「のむゼミ」に、コー

ディネーターの落合絵美が参加しました。 

 主催者の野村奈々子さん（医学部看護学科1年生）が「岐阜大学生

同士が学び合う場を作りたい！」との思いで設立した「のむゼミ」の

7月のテーマは「個人が輝く社会」。オフィスリブラ代表の上松恵子

さんを講師にお招きしてワークライフバランスや働き方改革に関する 

保育園たより 
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後期授業ご案内 

全学共通教育科目 
～ ワーク・ライフ・バランス（男女共同参画論）～ 

 「ワーク・ライフ・バランス」や「男女共同参画」という言葉を聞いて皆さんは何を思い浮かべるでしょう

か。ワーク・ライフ・バランスや男女共同参画は、政府や企業が掲げる重点課題であると同時に、私たちの日

常生活に深く関わっている事柄でもあります。授業では、様々な専門分野の担当者がオムニバス形式で政策、

仕事と育児の両立、身体、テクノロジー、DV（ドメスティック・バイオレンス）、生物学、文学など様々な

視点から「男／女（共同参画）」とは何か、またその関係について、諸外国の例も取り上げながら学びます。 

開講日 タイトル 講 師 

第１回 10月3日 イントロダクション: 岐阜大学における男女共同参画推進の取り組み 林 正子（副学長・男女共同参画推進室長） 

第２回 10月10日 現代日本社会における男女共同参画論の意義 落合 絵美（男女共同参画推進室） 

第３回 10月17日 ライフ・デザインを考える（仮） 
落合 歩 
（リクルートマーケティング ※岐阜県委託） 

第４回 10月24日 健康で充実した人生のための健康基礎知識 山本 眞由美（大学保健管理センター長） 

第５回 10月31日 中国古典世界における男と女 松尾 幸忠（地域科学部地域文化学科） 

第６回 11月7日 女性のキャリアの現状―看護職の例から 髙橋 由起子（医学部 看護学科） 

第７回 11月14日 海外での男女共同参画 森田 浩之（医学部附属病院総合内科） 

第８回 11月21日 政治と男女共同参画 落合 絵美（男女共同参画推進室） 

第９回 11月28日 情報通信技術と仕事・生活 田中 雅宏（工学部 電気電子・情報工学科) 

第10回 12月5日 
『リケダン』の『オトコもつらいよ』―「共働きと共子育ての楽し
さについて」 

新村 昌治（工学部 電気電子・情報工学科) 

第11回 12月12日 デートDV ― 相談の現場から 
片桐妙子（NPO法人 手をつなぐ女たちの会 
※岐阜県委託） 

第12回 12月19日 動物の家族関係について 椎名 貴彦（応用生物科学部 共同獣医学科） 

第13回 1月9日 中国における女性の役割 魏 永芬（流域圏科学研究センター） 

第14回 1月23日 男女共同参画社会で「働く」ための就職活動セミナー 白村 直也（教育推進・学生支援機構） 

第15回 1月30日 男女共同参画社会の実現に向けて（全体の総括） 落合 絵美（男女共同参画推進室） 
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カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

「連携型共同研究プロジェクト支援」対応事業のご案内 

～ 岐阜大学地域交流協力会会員企業 Ｒ＆Ｄ 向上促進事業 ～ 

 毎年8月に開催している「カモミールこども大学」（夏季休業期間学童保育）は、一昨年度より、文部科学省科

学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境イニシアティブ（連携型）」（2015年度～20年度）の一

環として実施しており、今夏も、岐阜大学・岐阜薬科大学・岐阜女子大学・アピ株式会社の教職員のお子さんた

ち（小学生）25名の参加を得て、無事終了しました。参加者が充実したプログラムを満喫しているようすを、3

頁の記事・写真でどうぞお楽しみください。 

 今後の実施に向けての課題は、お申し込みいただいた方々全員の受け入れが、実務上困難となっていることで

す。今回も38名の方々に参加のご希望をいただきましたが、厳正な抽選によって25名に絞らせていただかざる

を得ませんでした。ご参加いただけなかった皆さん、本当に申し訳ありません。定員25名での実施にあたって

も、実働部隊の男女共同参画推進室・人材開発部職員育成課のメンバーに加え、全プログラムを展開するために

4機関合計100名近い方々のご協力を得ています。今後、一層の工夫を重ね、参加を希望してくださっている多

くの皆さんのご期待に添えるよう努めてまいりますので、どうぞご了承ください。 

 女性研究者育成・支援の取り組みについても、同様の課題認識をしています。2015年度から運用している

「連携型共同研究プロジェクト支援」も、既に4機関の女性研究者延べ95名（うち、岐阜大学所属の女性研究者延

べ48名）の方々に文部科学省の補助金を活用していただいています。自主経費での対応となった今年度も、8件

17名の方々（岐阜大学12名）に助成をおこなっているところです。しかしながら、4機関242名（うち岐阜大学

137名）の女性研究者の一層の研究力向上をめざし、「岐阜県を中心とする地域内での女性研究者・女性技術者

の流動性を高めつつ、安定した活躍の場を確保することによって、女性による岐阜創生に繋げる」ための取り組

みとしては、十分とは言えない状況にあります。 

 という次第で、今年度より自主経費での対応となったことに伴い、女性研究者の皆さんのご研究の一層のご発

展に向けて、学内で対応する公募事業を以下のようにご案内いたします。 

 目下、岐阜大学地域交流協力会 http://www.gifu-u.com/sub/sub1/indexSub1_1.html が「会員企業R

＆D 向上促進事業」の公募（25万円以下/件、年度内5件程度）をおこなっています。この事業は、岐阜大学地域

交流協力会の「会員企業」 http://www.gifu-u.com/sub/sub4/indexSub4_1.html と共同研究を推進する

ことを目的としており、既に「会員企業」との共同研究の実績がおありの方々のみならず、今後、「会員企業」

の研究者の方々との共同研究をご検討なさっていらっしゃる場合は、ぜひ本事業に応募ください。 

 

 会員企業一覧や申請書の様式等、詳細につきましては、以下のお問い合わせ先にご連絡ください。 

 女性研究者の皆さん、ひいては男女を問わず構成員の皆さんのご研究が、助成制度による共同研究をとおして一層の

進展をなさいますよう、心より願っています。 

「岐阜大学地域交流協力会会員企業 R＆D 向上促進事業」のお問い合わせ先 

産官学連携推進本部  坪井さん、武藤さん 

TEL：058-293-3187 FAX：058-293-2032 Mail：ccr-jimu@gifu-u.ac.jp  

 応募の3要件 

① 企業については、岐阜大学地域交流協力会の「会員企業」であること。 

② 「会員企業」としての入会期間が1年以上経過していること。 

③ 共同研究をおこなう教員は、岐阜大学の専任教員であること。 

 支援期間 

●共同研究契約書締結日が11月末までの場合、翌年の3月末まで 

●共同研究契約書締結日が12月以降の場合、翌年の9月末まで 
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夏季休暇中の学童保育トライアル 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

 毎年参加者にご好評頂いている「夏季休業期間学童保育（カモミールこども大学）」を今年も8月23日

（木）・ 24日（金）の2日間にわたって実施しました。 

 25名の小学生たちは、動くおもちゃ作り（岐阜女子大学）、みつばち講座（アピ株式会社）、図書館探

検ツアー（岐阜大学図書館学術情報課）、薬草園ツアー（岐阜薬科大学）、職業体験（岐大祭実行員会有

志）など、岐阜大学および連携機関が提供する盛りだくさんのプログラムを満喫しました。 

（カモミールこども大学） 

2日間楽しかったね！ 

どうしたら辿り着けるかな？ 動くおもちゃ作り 

手作りおもちゃでゲーム 

10種類の 
蜂蜜を試食！ 

はちみつ採集体験 
沢山の薬草に興味津々 どんな味？ 

葉っぱに小枝で字を書こう 

飛行機大会 

入館カードで図書館へ 

ミッションを達成するぞ 

いらっしゃいませ！ 

新聞記者です 

修了証書をもらいました 

大学食堂でランチ 

8/23・24 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

保育園たより 

トップマネジメントセミナー 

 8月21日（火）、外でかき氷を食べた後、グループごとに部屋を入れ
代わり、魚釣り、トンネルくぐり、くじ引きなどをして楽しく過ごしまし
た。 

夏祭り 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

 「地方創生と女性の活躍推進」と題したセミナーでは、講師の藻

谷浩介さん（日本総合研究所主席研究員）が日本および地方自治体

ごとの年齢階層別人口の推移など各種統計を駆使しながらクイズ形

式で深刻化する少子化および高齢化の現状について説明しました。 

 昨今の若年層の高い就職内定率や労働力不足は43年前に始まっ

た若年人口の減少すなわち少子化の結果であること、これは女性や

高齢者、外国人労働者の労働市場への参入では解消できないほどに

深刻化しており、増加し続ける高齢人口を支えながら社会が機能す

るためには出生率の回復が重要であると主張したうえで、「仕事第

一」の男性だけでは経済活動は維持できず、今後は育児中の女性や

障害者など多様な人々がともに働き続けられる労働環境、すなわち

ダイバーシティ社会の構築が必要不可欠であると熱く語りました。 

 労働力人口が今後も減少し続ける日本において、育児や介護、持

病や障害などを抱える労働者も等しく構成員として働き続けられる

雇用環境の有無が、企業や大学、そして日本の将来を大きく左右す

ると改めて実感したセミナーでした。 

 8月1日（水）、文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ

ブ（連携型）」トップマネージメントセミナーがアピ株式会社（岐阜市）にて開催されました。 

かもめ つばめ すこやか 
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文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

フォーラム 

地域貢献型大学における女性研究者の活躍とAI研究力分析 

日 時：2018年11月2日（金）15：00 -17:00 

場 所：  岐 阜 大 学  講 堂 

<第1部 報告> 
高石 雅人（エルゼビア・ジャパン株式会社 ソリューションコンサルタント） 
「世界の研究環境におけるジェンダー 女性研究者の割合増加と男性研究者と同等の影響力」 
利光 哲哉（岐阜大学研究推進・社会連携機構 特任講師） 
「AIの活用による岐阜大学研究力の可視化から向上への分析アプローチ」 

<第2部 トークセッション>「岐阜で研究者としてのキャリアを構築する」 
馬淵 法子（岐阜女子大学 大学院文化創造学研究科 修士課程2年） 
吉嵜 響子（岐阜大学 連合獣医学研究科 博士課程1年） 
丸山 広恵（アピ株式会社 事業戦略室 次長） 
リム リーワ（岐阜大学 工学部 化学・生命工学科 教授） 
永澤 秀子（岐阜薬科大学 創薬化学大講座 教授） 
落合 絵美（岐阜大学 男女共同参画推進室 特任助教）※トークセッション司会 

 近年、様々な分野において「女性活躍」への関心が高まっており、女性研究者の活躍を目にする機

会も増えています。また、AIやビッグデータに代表される情報通信技術の発達は、大都市と地方の情

報格差を縮小させており、地方（ローカル）から世界水準（グローバル）の研究成果を発信することを

可能にしています。 

 それでは、地方の女性研究者はいかにして世界水準の研究成果に向けて取り組んでいるのか、また、

AIやビッグデータは研究者がさらなる研究水準の向上を目指すうえでどのように活用できるのか―。 

 第1部では、エルゼビア社が2017年に発表した世界各国における研究者の男女別パフォーマンスの

分析結果、およびAIを活用した岐阜大学を中心とする研究者の活動情報分析とその可能性について、

膨大なデータ分析に基づいて報告します。 

 第2部のトークセッションでは、研究者を志す女子大学院生および様々な立場で活躍する女性研究者

が登壇し、女性研究者が地方から世界水準の研究成果を生み出し発信するための方法、およびキャリ

ア形成について語り合います。 

－２－ 

カモミール月暦（室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

 岐阜大学男女共同参画推進室ニューズレター「かもみーる通信」が2010年7月に創刊されてから、早

くも8年を超える年月が経ちました。この度、通算100号を発行するにあたり、日頃、岐阜大学の男女共

同参画推進、多様性人材活力推進の諸活動にさまざまなかたちでご支援、ご協力くださっている皆さまに、

改めてお礼申し上げます。 

 2010年4月に男女共同参画推進室が設置されて以降、人材開発部職員育成課（旧・総務部人事労務課）

の職員の皆さんとともに携わってきた活動の指針として、「岐阜大学男女共同参画行動計画 https://w

ww1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/outline/02.html が挙げられます。全構成員を対象として、男女共同参

画の視点に立った教育・研究環境及び就業体制の確立、教育・研究及び就業と家庭生活との両立を図るた

めの支援、女性研究者の支援及び育成の推進、教職員・学生への男女共同参画に関する啓発活動の推進、

大学運営における意思決定への女性参画の推進、国・岐阜県・各市町村、企業等諸団体との連携の促進に

向けてのさまざまな取り組みや、構成員の皆さんにご利用いただける制度などについて、「かもみーる通

信」を媒介として発信してきました。 

 当初の活動の基盤となったのが、「多様性活力発揮に向けての女性研究者支援」(文部科学省科学技術

人材育成費による女性研究者研究活動支援事業 2010～2012年度)の取り組みです。事業終了後も、研

究補助員配置制度、人財バンク、メンター制度など、女性研究者が子育てや介護などのライフイベントと

研究を両立できる環境を整備し、男性研究者にも適用するなど、発展的に運用してきました。また、女子

大学院生による出前講義「サイエンス夢追い人育成プロジェクト」も、岐阜県下の小・中・高等学校の生

徒たちに身近なロールモデルを提供するとともに、院生にとっても研究活動へのモティベーションを高め

るなどの成果を上げている状況について、「かもみーる通信」の多くの号でご紹介してきました。 

 2014年度には、「多様性人材活力推進行動計画」 https://www.gifu-u.ac.jp/about/approach/

diversity.html を策定して、大学運営における多様性人材活力の推進、外国人構成員の支援と文化的多

様性の促進、障がいのある構成員の支援、学生・教職員への多様性人材活力推進に関する啓発活動の推進、

地域社会・国際社会との連携を通じた多様性人材活力推進に向けて、全学的な取り組みの橋渡しに努めて

いるところです。学長を議長とする「多様性人財活用推進会議」の報告の機会などに、「かもみーる通

信」でも現状をご紹介し、直面する諸課題や方向性について構成員の皆さまに共有していただいてきまし

た。 

 2015年度以降の紙面に頻出しているテーマが、岐阜薬科大学・岐阜女子大学・アピ株式会社との連携

事業「地域循環型女性研究者育成・支援プログラム」（「清流の国 輝くギフジョ 支援プロジェクト」）で

す。この文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境イニシアティブ（連携型）」

（2015年度〜2020年度）については、女性研究者の研究環境整備、研究力向上、上位職登用へのさま

ざまな課題に挑戦していることを、「清流の国 輝くギフジョ 支援プロジェクト通信」（2016年3月～2

018年3月 全9号） https://www1.gifu-u.ac.jp/~kagayaku/data/ と併せて、「かもみーる通

信」でもご紹介してきました。 

 男女共同参画推進室・人材開発部職員育成課が中心となっての取り組みは、女性研究者育成・支援事業

に限定されません。性差・年齢・国籍・職掌などの違いを超えて、段階的に対象範囲を広げていくことで、

構成員一人ひとりがその能力を遺憾なく発揮できる大学づくりをめざしています。シンボル花「カモミー

ル」の花言葉のように、全構成員が「親交」し、「逆境に負けない強さ」を発揮して、数多くの課題をと

もに乗り越えてゆけるよう願っています。皆さまのご支援、ご協力、引き続き、どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

「かもみーる通信」創刊100号に寄せて 
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ロールモデル講演会 / リーダーシップ研修 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

－３－ 

サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

（女子大学院生による出前講義） 

 9月13日、岐阜大学において「長良高校1年生大学見学会」を開催しました。大学入試課による大学入

試等の説明に続いて、3名の女子大学院生が大学生活、研究内容、受験対策や進路選択の経験などについ

て、362名の高校生を前に写真や動画を用いながら講義をおこないました。 

 高校生からは、「女子大学院生の話を聞いて自分も研究したいと思った」「早く岐阜大学生になりたい

と思った」など、進路選択において有意義な機会となったようです。 

ロールモデル講演会 

 平成30年度の「サイエンス夢追い人育成プロジェクト（女子大学院生による出前講義）」は、昨年度に

引き続き本年度も岐阜県内の高校から数多くのご依頼を頂いた結果、8月末をもって平成30年度の受付を

終了しました。平成31年度のご依頼の受付開始時期については、来年4月以降に男女共同参画推進室の

ホームページまたは「かもみーる通信」紙面にてお知らせする予定です。 

リーダーシップ研修 

日 時：１０月９日（火）13：00～14：30 

場 所： 岐阜薬科大学本部 第二講義室 

日 時：１０月26日（金）16：00～17：30 

場 所： 岐阜薬科大学本部 大学院講義室 

藤田 真由 さん 永田 麻純 さん 今井 美歩 さん 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

保育園たより 

研究倫理研修 

ニホンイシガメ 
放流会 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

 9月19日（水）、文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ

ブ（連携型）」平成30年度研究倫理研修がアピ株式会社（岐阜市）にて開催されました。 

 「科学に携わる者のための倫理―技術者倫理教育の視点から―」と題した研

修では、片倉啓雄 関西大学化学生命工学部教授が、技術者としての知識不足が

引き起こした重大な事故事例について紹介しながら、特定の組織内の考え方は

偏向性を有していること、そのなかで「逸脱」を許容することによって次第に

「逸脱の標準化」が生じ、その積み重ねが重大な事故や不祥事につながると指

摘しました。そのうえで、プロフェッショナル（技術者）はこのような逸脱を

許容しない高い倫理意識が求められていることについて、過去の成功例と失敗

例を取り上げながら具体的に説明されました。 

 研究不正が社会問題として大きく注目されている現在、技術者にとどまらず

すべての研究者および学生が「組織の偏向性」や「逸脱」について敏感になり、

改めて自らの行動をセルフチェックすることの重要性について認識を深める貴

重な機会となりました。 

かもめ すこやか つばめ 
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フォーラム 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

 11月2日（金）、第53回岐阜大学フォーラムとなる文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ

イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」フォーラム『地域貢献型大学における女性研

究者の活躍とAI研究力分析』が岐阜大学講堂にて開催されました。 

 続いて、岐阜大学研究推進・社会連携機構の利

光哲哉特任講師が「AIの活用による岐阜大学研究

力の可視化から向上への分析アプローチ」と題し

て、AI（人工知能）を用いて岐阜大学の研究者をグ

ループ化して分析した結果や学部・専門分野を越

えた人的ネットワークの可視化について実演を交

えながら解説したうえで、新たな価値を創造する

ためには研究者の特徴をとらえた分野横断的な共

同研究がより一層求められていると指摘しました。 

― 第2部 トークセッションについては、P3でご報告します。― 利光 哲哉 特任講師 ▲  

 第1部では、エルゼビア・ジャパン株式会社の高石雅人ソ

リューションコンサルタントが「世界の研究環境におけるジェン

ダー 女性研究者の割合増加と男性研究者の同等の影響力」と題

して、エルゼビア社が2017年に発表した『ジェンダーレポー

ト』に基づいて報告しました。ここでは、日本における女性研究

者の割合は男性に比べて際立って低い一方、男性よりも平均して

多くの論文数を発表していることや日本から海外へ流出する女性

研究者の人数が日本へ流入する人数を上回っていることなどにつ

いて、国際比較の観点から説明しました。 
▲ 高石 雅人 氏 

－２－ 
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カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

「人口減少時代」、岐阜県民・岐阜大学人の活躍に向けて 
～「清流の国ぎふ 女性の活躍推進会議」報告 ～ 

 去る10月4日付の各紙で、岐阜県の推計人口が1983年以降、35年ぶりに200万人を切ったことが報じられ
ました。岐阜県の人口は、2000年の国勢調査での210万7,700人をピークに減り続けているとのこと。2005
年以降は、出生数が死亡数を下回る自然減のみならず、進学、仕事、結婚などによって愛知県を中心に（約

37％）県外への転出超過も続いているとのことです。 
 連動して労働人口が減少の一途をたどるなか、9月28日総務省発表の8月労働力調査によると、人手不足を背
景に、15歳から64歳までの女性のうち就業者の割合が初めて7割になったことも報じられています。 
 このような状況下、「カモミール月暦」でも随時ご紹介してきました古田肇 岐阜県知事主宰の「清流の国ぎふ
女性の活躍推進会議」が、10月10日（水）に開催されました。当会議での議論や資料を通して、大学での男女
共同参画推進や女性の活躍推進の取り組みにおいても貴重な示唆が得られることから、ここにご紹介させていた
だく次第です。 
 岐阜県は、「女性活躍推進法」第6条の規定にもとづき、県、市町村、事業主、労働者、関係団体、県民等が
相互に連携しながら女性の活躍推進を加速化することを趣旨として、「清流の国ぎふ女性の活躍推進計画」
（2016年度～2020年度）を策定し、諸課題に取り組んでいます。「推進計画」には、性別による固定的な役割分
担意識が強い、M字カーブの底が深い、女性管理職比率が全国最低であるという岐阜県の現状を踏まえて、次の
ような政策の柱と基本施策が定められています。 

 「清流の国ぎふ女性の活躍推進会議」で提示された資料によると、岐阜県の6歳未満の子どもがいる夫の家
事・育児平均時間は68分（妻は440分）と、全国平均の83分を下回り、全国38位にとどまっています（2016年

社会生活基本調査）。また、全国の男性の育児休業取得率が5.1％であるのに対して、岐阜県の男性従業員の育児
就業取得率は2.3％というように、依然として低い水準にあります（2017年度岐阜県育児休業等実態調査）。 
 2017年「仕事と家庭の両立に関する実態把握のための調査」では、妻が末子を出産した男性（正社員）の
35.3％が育児休業制度を利用希望していながら利用できていない実態も明らかになっています。育児休業制度を
利用しなかった理由として多いのは、「業務が繁忙で職場の人手が不足していた」（38.5％）、「職場が育児休
業を取得しづらい雰囲気だった」（33.7％）、「自分にしかできない仕事や担当している仕事があった」
（22.1％）の順となっています。 
 一方、女性については、岐阜県の女性の労働力率は、ほとんどの年代で全国より高いにもかかわらず、出産年
齢にあたる25歳から34歳と80歳以上で全国を下回っています（2015年国勢調査）。岐阜県では「子どもができ
たら職業をやめ、大きくなったら再び職業に就く方がよい」が38.4％と最も高く、全国の26.3％と12.1ポイン
トの差があり、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と回答した人は、全国では54.2％、岐阜県
では36.4％にとどまっています（2017年 県民意識調査）。また、就業を希望しながら、働いていない女性が、岐
阜県内には74,200人いると推定されています（2017年就業構造基本調査）。 
 このような特筆すべき現状・推定に加え、岐阜県では、女性管理職比率が相変わらず全国的にみて低位にある
ことから、経営者等の意識改革を進め、女性管理職登用に向けた積極的な取り組みが必要であること、引き続き、
オール岐阜県での女性活躍の機運醸成に向けての取り組みが必要であることが、課題として共有されています。 
 今回は、諸課題に対する岐阜県の具体的な取り組みについてご紹介することができませんでしたが、岐阜県岐
阜市に所在する本学も、「岐阜大学男女共同参画推進計画」の一項として、「国・岐阜県・各市町村、企業等諸
団体との連携の促進」を謳っていることから、今後も県のさまざまな取り組みにも学び、課題解決に向けた活動
を展開してゆきたいと願っています。皆さんの一層のご支援ご協力、どうぞよろしくお願いいたします。 

① 女性の活躍推進に向けた組織風土づくり 
 （1）トップの意識改革、女性人材登用を経営戦略とする姿勢を明確にする 
 （2）男性の意識を変え、女性を育成できる管理職を増やす 
 （3）社会全体の気運の醸成をはかる 
② ワーク・ライフ・バランスの実現、働き方改革の推進に向けた環境整備 
 （1）働き方改革、ワーク・ライフ・バランスの環境を提供する 
 （2）男性の育児休業、家事・育児参画を推進する 
 （3）就労・子育ての不安を解消する 
 （4）子育て支援サービスの環境を整備する 
 （5）女性を励まし、自信を持たせる仕掛けをつくる 
③ 女性の希望に応じたキャリアアップに向けた支援 
 （1）女性を支援し、鍛える仕掛けをつくる  
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フォーラム（第2部） 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

高石 雅人（エルゼビア・ジャパン株式会社 ソリューションコンサルタント） 

利光 哲哉（岐阜大学研究推進・社会連携機構 特任講師） 

馬渕 法子（岐阜女子大学 大学院文化創造学研究科 修士課程2年） 

吉嵜 響子（岐阜大学 連合獣医学研究科 博士課程1年） 

丸山 広恵（アピ株式会社 事業戦略室 次長） 

LIM Lee Wah（岐阜大学 工学部 化学・生命工学科 教授） 

永澤 秀子（岐阜薬科大学 創薬化学大講座 教授） 

落合 絵美（岐阜大学 男女共同参画推進室 特任助教） 

 第2部のトークセッション「岐阜で研究者としてのキャリアを構築する」では、女子大学院生および企業

や大学で活躍する女性研究者が登壇し、それぞれの立場から岐阜で研究者としてキャリアを構築する／し

てきた経験について語り合いました。ここでは、岐阜県内には日本のみならず国際的に高い評価を得てい

る研究者が数多く活躍していること、所属機関にない設備・機材があれば他機関で利用するなど共同利用

の取り組みも進んでおり研究環境の面で不利に感じることはほとんどないこと、また保育園への入りやす

さや自動車通勤など居住環境の面からも研究生活を送りやすいといった指摘がありました。 

 他方で、岐阜だけでなく日本では依然として家事・育児負担が女性（妻）側に偏る傾向が強いため、女

性が研究者としてキャリアを積み上げていくためには夫婦の役割分担や職場環境、社会サービスの活用な

どが重要といった発言が続きました。最後に、トークセッション司会の落合絵美特任助教（岐阜大学男女共

同参画推進室）より、新たな価値を生み出すためには所属機関や専門分野のほか性別、年齢、国籍や障害・

持病の有無などにかかわらず多様な人材がともに研究に取り組める環境、すなわち多様性（ダイバーシ

ティ）が保障された研究環境の整備が今後ますます重要になってくると総括しました。 

 その後の質疑応答では、日本における職場慣行の問題点やAIによる研究分析の可能性に関する質問のほ

か、トークセッションでの女性研究者の言葉に勇気づけられた等の発言が相次ぎました。1部・2部を通し

て多角的な視点から女性研究者やダイバーシティ社会について再考する有意義なフォーラムとなりました。 

≪登壇者≫ 

サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

（女子大学院生による出前講義） 

 10月19日（金）、岐阜県立飛騨神岡高校において大学院生の後藤可南
子さん（生物生産環境科学専攻 修士課程2年）が出前講義（第133回）を
実施しました。 
 後藤さんは、「私の進路選択―やりたいことを―」と題して進学クラス
の2年生（18名、うち女子12名）を前に、大学・大学院における研究活
動や現在に至るまでの進路選択の経緯、そして受験勉強への取り組み方な
どについて、ご自身の経験を踏まえながら丁寧かつ具体的に語り、生徒た
ちは熱心に後藤さんの講義に耳を傾けていました。 

 講義後のアンケートには、「生物や研究について興味を持った」「周囲
の助言だけでなく自分の意見をしっかり持つ大切さを学んだ」「進路選択
で悩んでいるので参考になった」「後藤さんのような大学生になりた
い！」など、今まさに進路選択に直面している高校生たちにとって、有意
義な機会となったようです。 
 岐阜大学男女共同参画推進室では、来年度も引き続き、岐阜県内の高校
を中心に岐阜大学の女子大学院生による出前講義を積極的に実施していき
ます。どうぞご期待ください。 

▲ 後藤 可南子 さん 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

タイトル 

 10月26日（金）、文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシア

ティブ（連携型）」平成30年度リーダーシップ研修が、岐阜薬科大学（岐阜市）にて開催されました。 

 「医薬品の価値を最大化するためのバイオマーカー検討～多様なメンバーでシナジーを発揮するチーム

の導き方～」と題した研修では、講師の田窪亮子さん（中外製薬株式会社 トランスレーショナルクリニカル

リサーチ本部 臨床薬理部 バイオマーカーリーダー）が、バイオマーカー解析グループの業務内容について説

明したうえで、どのような専門家（チーム）が開発事業に関与しているのかについて、それぞれの役割にも

言及しながらチーム編成について語りました。 

 続いて、バイオマーカーリーダーとしてのご経験から、多様な専門分野の担当者を統括するうえで、各

自の立場を尊重しつつ各担当者の不安を取り除き、チームとしてより良い成果につなげていくための調整

方法や工夫について、その難しさも含めて話してくださいました。その際、特に外国人など多様性に富む

チームを率いる際には、「その場の雰囲気」や「暗黙の了解」に頼ることなく常に言葉に出して互いに確

認し合いながら進めていくことの重要性を指摘しました。最後に、ご自身のこれまでのご経験を振り返っ

たうえで、責任の重いポストに就いたことでより一層仕事に対して真剣に取り組むよりになり、そのこと

がキャリアの転機になったと語ってくださいました。女性のキャリアパスを考えるうえで、大いに参考に

なるリーダーシップ研修となりました。 

保育園たより 

リーダーシップ研修 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

つばめ かもめ すこやか 
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岐阜大学男女共同参画推進室 

2018年12月 

かもみーる通信 102号 

クリスマス交流会 

 CONTENTS 

＊ クリスマス交流会 

＊ カモミール月暦 

＊ サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

 （女子大学院生による出前講義） 

＊ 研究補助員配置制度 

＊ 保育園たより 

 将来は研究者になりたいけど、出産したあとも研究できる？ 
岐阜大学の先生たちはどうやって育児・介護と仕事を両立してるの？ 

ワーク・ライフ・バランスやジェンダーって何だろう・・・ 

他の人たちのお話を聴いているだけでもOK！ 

お茶とお菓子をご用意してお待ちしています♪ 

E-mail : sankaku@gifu-u.ac.jp   Tel : 058-293-3397 

岐阜大学の構成員（学部生・院生、教職員など） 

男女問わずどなたでもご参加頂けます♪ 

日 時 

様々な学部や専門分野の先生たち（男女共同参画推進室員）と一緒に 
気軽におしゃべりしてみませんか？ 

申込不要・参加費無料・入退室自由 

場 所 

12月18日（火） 16:30 ～ 18：00 

男女共同参画推進室（大学会館2階 生協中央店向かい） 

お問い合わせ 

－２－ 
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副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

カモミール月暦（室長からのメッセージ） 

「働き方改革関連法」2019年4月より順次施行 
〜 平成30年度 岐阜地方労働審議会 報告 〜 

  

① 残業時間の上限の規制 
② 「勤務間インターバル」制度導入の促進 
③ 1年に5日間の年次有給休暇取得の義務づけ（企業に対して） 

④ 月60時間を超える残業に対する割増賃金率の引き上げ（25％→50％） 

  ▶ 中小企業で働く人にも適用（大企業は2010年度から適用） 

⑤ 労働時間状況についての客観的把握の義務づけ（企業に対して） 

  ▶ 働く人の健康管理の徹底 
  ▶ 管理職・裁量労働制適用者も対象 
⑥ 「フレックスタイム制」制度拡充 
  ▶ 労働時間の調整可能な期間（清算期間）の延長（1か月→3か月） 

  ▶ 子育て・介護をしながらでも、働きやすい制度構築 
⑦ 「高度プロフェッショナル制度」の新設・選択制 
  ▶ 働く人の健康を守る措置の義務化（罰則規定） 

  ▶ 対象の限定（一定の年収以上で特定の高度専門職のみが対象） 

 また、Ⅱ「雇用形態に関わらない公正な待遇の確保」の項では、同一企業内における正規・非正規の間の不合
理な待遇差を解消し、多様で柔軟な働き方を「選択」することができるようにとの「見直しの目的」が掲げられ、
「パ―トタイム労働法」「労働契約法」「労働者派遣法」の改正、「同一労働同一賃金ガイドライン案」の概要
も提示されています。さらに、事業主が労働者に対して説明しなければならない内容が、パート・有期・派遣で
統一的に整備されており、改正によって、非正規雇用労働者が「正社員との待遇差の内容や理由」についても説
明を受けられるようになるとされています。 
 「働き方改革関連法」の順次施行にともない、私たちの生活にはどのような影響がもたらされるでしょうか。
構成員の皆さんにおかれましては、ご自身のお仕事とは無関係とせず、ぜひ一度、上記URLをご参照いただき、
ご自身の「働き方」を考える契機としていただければと思います。 
 先日の「岐阜地方労働審議会」では、今年度の岐阜労働局行政運営方針に関する上半期の進捗状況が報告され
るとともに、ハローワークのセーフティネットとしての機能強化、労働環境の整備、女性・若者・障害者・高齢
者ら多様な働き手の参画、職業能力開発支援など人材開発関係業務の推進、派遣労働者の保護および就業条件の
確保対策に向けて、岐阜労働局による下半期の取り組みについても紹介されました。 
 新聞報道などをとおして、皆さんお詳しいことと思いますが、岐阜県内の雇用情勢は着実に改善が進んでおり
（最新の完全失業率 岐阜県1.6％、全国2.3％）、求人が求職を大幅に上回って推移しています。このことはご存知
のように、岐阜県における人手不足が深刻であることも意味しています。 
 岐阜県で生活し、岐阜県で働く一人ひとりの大学構成員にとって、職場環境がより良いものとなり、「働く」
ことの意義がそれぞれに発揮されることを心より願っています。 

 11月12日（月）、「岐阜地方労働審議会」（岐阜地方合同庁舎）に出席しました。折しも来年4月1日より
「働き方改革関連法」が順次施行されるとのことで、厚生労働省発行のリーフレット「働き方改革～一億総活躍
社会の実現に向けて～」https://www.mhlw.go.jp/content/000335765.pdf を用いての勉強会となりま
した。 
 リーフレットには、「働き方改革」全体の推進内容が、ポイントⅠ「労働時間法制の見直し」、ポイントⅡ
「雇用形態に関わらない公正な待遇の確保」としてわかりやすく説明されていますので、お時間のおありの折に、
上記URLをぜひご覧ください。 
 Ⅰ「労働時間法制の見直し」は、長時間労働をなくし年次有給休暇を取得しやすくすることなど、個々人の事
情に応じたワーク・ライフ・バランスの実現がめざされるとともに、「自律的で創造的な働き方」を希望する
人々にとっての新たな制度をつくることが趣旨とされています。具体的に挙げられているのは以下の事項です。 
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サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

（女子大学院生による出前講義） 

 松本さんは、「『大学生』を終えて思うこと」と題して動物科学科の１年生（３

７名、うち女子２５名）を前に、大学・大学院におけるご自身のフクロウの腸内細 

 岐阜大学男女共同参画推進室では、来年度も引き続き、岐阜県内の高校を中心に岐阜大学の女子大

学院生による出前講義を積極的に実施します。          ※平成30年度の受付は終了しました。 

 11月9日（金）、岐阜県立岐阜農林高校において大学院生の松本昇子さん（生物

生産環境科学専攻 修士課程1年）が出前講義（第134回）を実施しました。 

 講義後のアンケートには、「大学に進学したいと思った」「講義内容

が分かりやすく面白かった」「趣味や熱中できることが研究にも生かせ

ることが分かった」「何かに興味を持ったり挑戦したりすることの大切

さを学んだ」など、今まさに進路選択に直面している高校生たちにとっ

て実りある時間となったようです。 

菌に関する研究や現在に至るまでの進路選択の経

緯、そして進学に悩んでいる生徒に向けたアドバ

イスなど、丁寧かつ具体的に語り、生徒たちは熱

心に松本さんの講義に耳を傾けていました。 

 ▲ 講義をする松本さん 

 11月27日（火）、岐阜県立池田高校の生徒が岐阜大学を訪問し、女子大学院生

による出前講義を受講しました。 

 出前講義では、自然科学技術研究科の永田麻純さん（知能理工学専攻修士2年）お

よび藤田真由さん（生物生産環境科学専攻修士1年）の2名が、池田高校2年生（39

名、うち女子25名）を前に、大学・大学院での学生生活や研究内容、高校生の頃に

実践していた受験勉強の方法や進路選択の経験など、約2時間にわたって講義をお

こないました。 

 ▲ 永田さん 

 ▲ 藤田さん 

 高校生らによる講義後のア

ンケートには、「進路選択で

迷っているので２人の話が参

考になった」「研究の面白さ

に触れることができた」「講

義内容が分かりやすく面白

かった」など、年齢の近い大

学院生たちの話を通して大学

進学への意欲が高まった様子

でした。 

講師となる女子大学院生（全分野）を随時募集しています！ 

興味のある方は男女共同参画推進室までお気軽にお問合せください。 

E-mail : sankaku@gifu-u.ac.jp   Tel : 058-293-3397 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

保育園たより 

研究補助員配置制度 

 男女共同参画推進室では、育児や介護等と研究との両立支援および研究補助員（研究支援者）のチャ

レンジ支援・再チャレンジ支援に寄与することを目的として、研究補助員配置制度を実施しています。 

 2019年度（第1期）の申請受付は、2019年1月を予定しています。申請資格や申請受付期間等に

関する詳細については、来月号（2019年1月号）の「かもみーる通信」または男女共同参画推進室

WEB https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ にてご確認ください。 

平成29年度第1期の配置期間 平成29年4月1日～平成29年9月30日 

申請期間 平成29年1月12日（木）～ 1月26日（木）午後5時必着 

1）常勤職員のうち、以下の職に従事している者 

  (a)教授、准教授、講師、助教、助手 

2）有期雇用職員（フルタイム）のうち、以下の職に 

  従事している者 

  (a)特任教員 

   （特任教授、特任准教授、特任講師、特任助教） 

  (b)研究員 

   （特定研究補佐員、産官学連携研究員、特定研究者、 

     学術研究補佐員等）* 

  (c)医員* 

3）男女共同参画推進室長が認める者 

* ただし、大学院生は不可 

 本制度の対象となる職種 

1）小学校６年生までの子どもをもつ研究者 

 （休暇、休業中を除く） 

2）市町村から要介護、要支援、障害者の認定を受け 

  ている親族について、主たる介護・看護者が申 

  請者自身である研究者 

＊上記１）２）の申請資格に関しては、配偶者がいる場合は、配偶

者がフルタイム就労者である者に限る。  

3）妊娠中の体調不良により、研究活動等の遂行に支 

  障がある女性研究者（産前休暇中を除く） 

＊上記３）の申請資格に関しては、配偶者の就労形態に関しては問 

 わないが、申請者の体調に関して、配偶者、研究室責任者あるい 

 は部局長、医師などとよく相談し、研究継続が可能かどうかを確 

 認の上、申請すること。 

 4）男女共同参画推進室長が認める者 

 申請資格 

＜募集予告＞ 

★ 詳細は上記申請期間中に男女共同参画推進室WEBでご確認ください。 

つばめ かもめ すこやか 

2019年度（第1期）研究補助員配置制度 

2019年1月15日（火）～2019年1月23日（水）午後4時 

2019年5月1日～2019年9月30日（5か月間） 

若干名 

書類による一次審査の通過者を対象として、二次審査（ヒアリング）を

実施します。二次審査（ヒアリング）は2月5日を予定しています。 

申請受付期間（予定） 

研究補助員の配置期間 

募集人数 

選考方法 

： 

： 

： 

： 
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 News  letter  

－１－ 

岐阜大学男女共同参画推進室 

2019年1月 

かもみーる通信 103号 

研究補助員配置制度 

 CONTENTS 

＊ 研究補助員配置制度 

＊ カモミール月暦 

＊ 社会活動演習 

＊ サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

＊ カモミール クリスマス交流会 

＊ 大女子会 

＊ 保育園たより 

  

岐阜大学、岐阜薬科大学、岐阜女子大学、アピ株式会社の構成員、
男女共同参画にご関心のある一般の方 

対象： 

岩手大学 理事（復興・地域創生・男女共同参画担当）・ 副学長 菅原 悦子 氏 

日 時： 2月2日（木） 15：00～17：10  
場 所： 岐阜大学 講堂 

基調講演  
「地域創生に向けての女性の活躍と大学の役割 

 －岩手大学の取り組みから－」 

『女性が輝く岐阜』に向けての大学の役割 

 この制度は、育児や介護等により研究時間の確保が困難な研究者を対象に、研究データ解析、学会発表

資料作成、実験補助、文献調査、統計処理等の研究補助業務を行う研究補助員を配置し、育児等と研究と

の両立を支援する目的で行うものです。また次世代育成のために、研究支援者と被支援者双方のキャリア

形成、キャリア復帰等のチャレンジ支援・再チャレンジ支援に寄与することも目的としています。 

2019年度 第1期 研究補助員の配置を希望する研究者の募集 

配置期間：2019年5月1日～2019年9月30日 

申請期間：2019年1月15日（火）～ 2019年1月23日（水）午後4時まで 

1）常勤職員のうち、以下の職に従事している者 

  (a)教授、准教授、講師、助教、助手 

  (b)医員（専攻医、臨床助教） * 

2）有期雇用職員（フルタイム）のうち、以下の職 

  に従事している者 

  (a)特任教員 

        （特任教授、特任准教授、特任講師、特任助教） 

  (b)研究員・研究支援員* 

3）男女共同参画推進室長が認める者 

 

* ただし、大学院生は不可 

 本制度の対象となる職 

1）小学校３年生までの子どもをもつ研究者 

 （休暇、休業中を除く） 

2）市町村から要介護、要支援、障害者の認定を受けている 

     親族について、主たる介護・看護者が申請者自身である  

     研究者 

＊ 上記1）2）の申請資格に関しては、配偶者がいる場合は、

配偶者がフルタイム就労者である者に限る。 

3）妊娠中の体調不良により、研究活動等の遂行に支障があ 

     る女性研究者（産前休暇中を除く） 

＊ 上記3）の申請資格に関しては、配偶者の就労形態に関し

ては問わないが、申請者の体調に関して、配偶者、研究室

責任者あるいは部局長、医師などとよく相談し、研究継続

が可能かどうかを確認のうえ申請すること。 

4）男女共同参画推進室長が認める者 

 申請資格 

本学に雇用される研究者で次のいずれかに該当する者 

★ 詳細は男女共同参画推進室WEB 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

でご確認ください。 

－２－ 

会
議
用

N
o
.資
料

 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

カモミール月暦（室長からのメッセージ） 

朝日大学教職員・学生の皆さんとの交流 
〜 JST連携事業紹介と「男女共同参画学」担当報告 〜 

 2018年12月5日（水）三重大学・朝日大学第8回連携協議会にて、「男女共同参画推進のための

組織づくり――岐阜大学の取り組み紹介」と題しての講演を担当し、2015年度より取り組んでいる

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」

「清流の国 輝くギフジョ 支援プロジェクト」の活動内容を両大学の役員の方々にご紹介しました。 

 三重大学では、駒田美弘学長はじめ理事・副学長、各学部長・研究科長が「イクボス宣言」を行い、

構成員のワーク・ライフ・バランスを応援する取り組みを実施していること、また、朝日大学では瑞

穂市と「男女共同参画・女性の活躍推進事業の連携に関する覚書」を締結し、連携して諸課題に臨ん

でいらっしゃることなど、活発な意見交換をおこなうことができました。誰もが働きやすい職場づく

りの取り組みから、岐阜大学の今後の活動に向けて有益な示唆を得ることができました。 

 続けて12月17日（月）には、朝日大学法学部と経営学部の3年生・４年生を対象とする「男女共同

参画学」を担当しました。この授業は教職員FD・SD研修会も兼ねていたことから、合計約150名の

教職員・学生の皆さんが参加してくださいました。 

 「近代日本における女性解放の先駆者――岸田俊子の人生と文学――」と題して、明治時代の自由

民権運動家・作家であり「近代日本最初のフェミニスト」とされている岸田俊子（後の中島湘烟 

1861～1901）の人生行路と文学活動を紹介し、先人の生き方から学ぶ「男女共同参画推進・女性の

活躍推進の意義」を説く機会をいただきました。 

 今後も、近隣の大学との交流を深め、連携しての男女共同参画推進・女性の活躍推進に向けて取り

組みを強化してまいります。皆さんのご支援ご協力、引き続き、どうぞよろしくお願いします。 

遊んで・食べて・ダンスをしよう！ 

元気な幼児～小学生のお子さん大募集♪ 

 岐阜大学地域科学部の近藤真庸教授のもと、社会活動演習「地域の子育て支援」に参加している

17名の大学1年生と一緒に、牛乳パックを使った工作、ゲーム（プレゼントもあり）、パンケーキの

デコレーション、楽器伴奏に合わせてダンスをして楽しい時間を過ごしましょう！ 

日 時： 

場 所： 

2月16日（土）13：15 ～ 15：30 （13：00 ～受付） 

地域科学部 地101講義室 

お父さんの参加大歓迎。兄弟姉妹、ご一緒にどうぞ！ 

申込方法： 

【主催】岐阜大学地域科学部 近藤真庸研究室  【後援】岐阜大学男女共同参画推進室 

募集定員 

16組 
参 加 
無 料 

< shinyo118@yahoo.co.jp > 宛、メールでお申し込みください。折り返し連絡します。  
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サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

（女子大学院生による出前講義） 

▲ 藤田 真由 さん 

 12月3日（月）、岐阜県立大垣南高校において大学院生の藤田真由さん

（自然科学技術研究科 修士課程1年）が出前講義（第137回）を実施しました。 

 藤田さんは、「私の進路選択」と題して理系クラス２年生（計７７名、う

ち女子１８名）を前に、大学生活や研究内容、そして幼少期から大学受験に

至るまでの興味関心と進路選択の経緯および受験勉強の効果的な方法などに

ついて具体的に語り、生徒たちは約40分の講義を熱心に受講しました。 

 12月17日（月）、岐阜県立岐山高校において大学院生の後藤可南子さん

（自然科学技術研究科 修士課程2年）が出前講義（第138回）を実施しました。 

  後藤さんは、「私の進路選択―やりたいことを―」と題して理数科の２

年生（74名、うち女子20名）を前に、大学および大学院での研究テーマと

その成果、大学～大学院生活、進路選択のプロセスや実践した受験勉強方法 

 講義後のアンケートには、「大学生活や研究が楽しそうだと思った」「同

じ学部名でも大学によって強みのある分野が異なることを初めて知った。大

学についてもう一度よく調べたい」「今できる最善のことをしようと思っ

た」など、今後の進路選択において大いに参考になったようです。そのほか、

「大学の先生の話を聴く機会は多いが、大学生から直接話を聴く機会は珍し

いので貴重な時間になった」といった感想を寄せてくれた生徒もいました。 

などについて分かりやすく発表し、生徒たちは熱心にメモを取りながら後藤

さんの話に耳を傾けました。 

 講義後のアンケートには、「研究の話が面白かった」「生物学に興味が出

た」などのほか、「大学の学部選択や大学院進学時の後藤さんの経験が参考

になった」など、迫りくる進路選択に向けて有意義な時間になったようです。 

カモミール クリスマス交流会 

男女共同参画推進室では、メンター制度（先輩研究者（メンター）による相談事業）を実施しております。

ご関心のある方は男女共同参画推進室ホームページの「メンター制度」をご覧ください。 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/activity/04.html 

 12月18日（火）、男女共同参画推進室（カモミール・カフェ）にて

恒例のクリスマス交流会を開催しました。今年のクリスマス交流会は岐

阜大学に所属するすべての構成員（学部生・大学院生、教職員など）を

対象に開催しました。様々な学部・研究科の学生や教職員が男女共同参

画推進室に集い、リラックスした雰囲気のなかで大学生活や職業選択、 

研究者のキャリア形成やワーク・ライフ・バランスなど、自分自身や周囲の人々の経験なども共有し

ながら多岐にわたる話題で語り合いました。普段出会う機会のない学生同士や教職員が学部や部署を

越えて交流できる貴重な機会となりました。 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

保育園たより 

大 女 子 会 

 12月8日（土）、じゅうろくプラザ（岐阜市）にて開催された岐阜県主催の「大女子会」に男女共

同参画推進室員の落合絵美コーディネーターが参加しました。 

 第1部は、テレビのコメンテーターとしても活躍されている少子化ジャーナリスト・作家の白川桃子

さんが「男女ともに、仕事・結婚・共働き・両立のリアルを知ろう」と題した講演をおこないました。 

講演では、人口ボーナス期から人口オーナス期への移行にともない、求め

られる働き方や仕事のかたちが大きく変化していること、そのなかで男女

の働き方や家族のかたちも多様化しており、今後ますます男女ともに「共

働き共育て」が重要になると指摘しました。また、様々な統計資料やイン

タビュー調査の結果などを紹介しながら「自分の幸せを自分でデザインで

きる女子を育てる」ことの重要性を強調しました。 

 第2部では、「教えて先輩！社会人女性の歩み方」をテーマに参加者同

士の交流会がおこなわれました。交流会では、５～６名の学生（高校生や

大学生）および社会人女性が１テーブルに着席し、第1部の講演を聞いて

感じたことや自分自身の社会人としての経験などについて語り合いました。

全体を通じて、先輩女性から若年世代の女性たちへのあたたかいメッセー

ジに溢れたイベントでした。 

つばめ 

かもめ 

すこやか ひよこ 
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岐阜大学男女共同参画推進室 

2019年2月 

かもみーる通信 104号 

連携型共同研究成果報告会 

＊名古屋大学GRLシンポジウム 

＊英語コミュニケーション力向上セミナー 

＊意識啓発セミナー 

＊働く女性のパワハラ防止セミナー 

＊保育園たより 

＊連携型共同研究成果報告会 

＊カモミール月暦 

 CONTENTS 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

 詳細は、男女共同参画推進室WEB https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ をご覧ください。 

【お問い合わせ】 岐阜大学男女共同参画推進室 メール：sankaku@gifu-u.ac.jp 電話：058-293-3397 

 本事業は、民間企業、地方自治体、他大学などとのアカデミックな交流を深め、女性研究者の活

躍による地域活性化をめざす取り組みです。ご関心をお持ちの方はどなたでも入場可能です。 

多くの方々のご来場をお待ちしております。 

日 時： 

会 場： 

2019年2月26日（火） 15：00 ～ 17：15 

岐阜大学 全学共通教育棟1階  アクティブ・ラーニング教室 プログラムの詳細は、https://diversity.gifu-u.ac.jp/news/program.pdf をご覧ください。  

平成30年度に採択された連携型共同研究の成果報告会を開催します。 

プロポリスを含有する動物用創傷保護材の製品化に向けた研究 

プロポリスタブレット摂取による歯周病原因菌定着抑制および口腔内環境改善に関する研究 

ワサビの甘味の客観的評価方法の確立 

授乳と離乳による微生物共生関係の変換点―離乳食開始の指標づくり― 

第1グループ（プロポリス・食品）15 :05-15:45 

課題 １ 

課題 ２ 

課題 ３ 

課題 ４ 

課題 5 

課題 6 

課題 7 

課題 8 

新規皮膚感作性試験法の確立と天然物の皮膚感作性評価 

放射線増感作用を目指す腫瘍特異的活性酸素放出型プロドラッグの開発研究 

大学生の精神的健康に影響を与える要因の多角的検討 

生きづらさ学研究成果の出版 

第2グループ（医・薬学・社会科学） 16 :00-16 :40 

会
議
用

N
o
.資
料

 

カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

 2001年以降、一般社団法人 国立大学協会（教育・研究委員会 男女共同参画小委員会）は、全国の国立大学に

おける男女共同参画推進のための取り組み状況の把握とともに各機関への情報提供を趣旨として、「国立大学

における男女共同参画推進の実施に関する追跡調査」を実施しています。また、2011年2月には、「国立大

学における男女共同参画推進について――アクションプラン――」を策定して達成目標を定め、各大学の達成

状況を追跡調査してきました。さらに、2016年1月には、2020年度までの5年間に国立大学が達成すべき目

標と、そのために取り組むべき新規のアクションプランを策定しています。以下に国立大学協会が提示する達

成目標とともに、2019年1月発行の第15回追跡調査報告書の一部をご紹介します。 

－２－ 

国立大学における男女共同参画推進の実施に関する 
追跡調査とアクションプラン（2016～2020） 

 現在の比率が30％以上の大学は40％以上、20％の大学は30％以上、10％以上の大学は20％以

上、10パーセント未満の大学は10％以上というように、より高い比率の達成をめざす。 

 18.3％（前回調査より0.5ポイント増加） 

 岐阜大学は、第3期中期目標・中期計画、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく行

動計画、文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」

の数値目標について、2020年度（2021年3月）までに女性教員の在職比率を20.4％以上に向上させることを

申告しています。残念ながら、2018年10月1日現在 16.1％にとどまっています。数値目標達成に向けて

非常に厳しい状況であることを、構成員の皆さんの共通認識としていただきたく、今回の「カモミール月暦」

でご紹介させていただきました。ご理解のほど、どうぞよろしくお願いします。 

「アクションプラン（2016～2020）」に掲げる達成目標 

◆ 女性教員比率 

 国立大学全体の学長・理事・副学長に占める女性の割合は12％以上、大学の意思決定機関等（学長

補佐・部局長・監事・経営協議会委員・教育研究評議会委員等）は10％以上、教授は15％以上、准教授は

23％以上、課長相当職以上は17％をめざす。 

◆ 指導的地位に女性が占める割合 

第15回追跡調査結果の概要 

■ 女性教員比率 [女性教員数（助手を除く）／教員数（助手を除く）] 

 2018年5月1日現在の女性教員比率は16.7％（前回調査より0.5ポイント増加） 

 女性教員比率が20％以上の大学 29大学（前回調査より5大学増加） 

■ 大学別女性教員比率の平均 [各大学における女性教員比率の総和／86（大学数）] 

■ 女性教員比率区分別大学数 

女性教員比率 第12回調査（2015年） 第15回調査（2018年） 

40％以上 1大学 1大学 

30%以上～40％未満 2大学 3大学 

20％以上～30％未満 15大学 25大学 

15％以上～20％未満 （岐阜大学を含む） 40大学 34大学 

10％以上～15％未満 18大学 15大学 

1％～10％未満 10大学 8大学 
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名古屋大学GRLシンポジウム 

－3－ 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

英語コミュニケーション力向上セミナー 

参加申込締切：2/5（火） 今後の他イベントにご期待ください。 

イベント情報は、随時岐阜大学男女共同参画推進室WEBに掲載しています。 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

意識啓発セミナー 

【お問い合わせ】 アピ株式会社 TEL: 058-271-3838 ㈹ 

         キャリアアップ推進室 担当：荒木陽子、野々垣裕香 

2019年2月7日（木） 13：00 ～ 16：00 

岐阜薬科大学本部 大学院講義室 

日 時： 

会 場： 

2019年2月20日（水） 13：30 ～ 14：45 

アピ株式会社 本社4階 大会議室 

日 時： 

会 場： 

 1月11日（金）、名古屋大学ジェンダー・リサーチ・ライブラリ（GRL）開館1周年記念シンポジウム

「ジェンダー研究機関の過去・現在・未来」（名古屋大学）に落合絵美コーディネーターが参加しました。 

 冒頭にGRLのこれまでの活動に関する説明がおこなわれたあと、大阪府立大学女性学研究センター長の

伊田久美子教授が基調講演「大学における女性学・ジェンダー研究センターの役割と課題」と題して、大

阪女子大学時代から大阪府立大学への統合を経て現在に至るまでの四半世紀にわたる女性学研究センター

の活動について、現在直面する課題にも言及しながら振り返りました。続いて、お茶の水女子大学ジェン

ダー研究所長の石井クンツ昌子教授、奈良女子大学アジア・ジェンダー文化研究センター長の松岡悦子教

授、国際基督教大学ジェンダー研究センター長の高松香奈准教授が各機関における運営状況や様々な取り

組み（国際シンポジウムや各種セミナーの開催、学術誌の刊行、研究プロジェクト、授業、相談事業、ネット

ワーク構築など）について紹介しました。 

 パネルディスカッション後の質疑応答では、運営経費や活動業績の評価方法、LGBT学生サークルとの

交流関係などについて質問が寄せられ、各機関におけるそれぞれの現状について率直に語られました。参

加者のなかには大学などの研究機関において長年にわたってジェンダー研究・教育に携われてきた研究者

も多く、ジェンダー研究機関の未来について議論の尽きない充実した内容のシンポジウムでした。 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

働く女性のパワハラ防止セミナー 

 2018年12月20日、名古屋大学ハラスメント相談センター主催「働く女

性のパワハラ防止セミナー」に落合絵美コーディネーターが参加しました。 

 この日は「女性が輝く社会ってどんな社会？」をテーマに、野田聖子衆議

院議員が少子高齢化や労働力不足といった日本が直面する問題が出生率の急

激な低下によって引き起こされていること、改善するためには子どもを持ち

たいと願う人々の希望を叶えられる環境整備が不可欠であることについて、

職場におけるセクシュアル・ハラスメントの事例や女性管理職が依然として

少ない現状、そして男性の育児分担の重要性にも言及しながら約1時間にわ

たって論じました。全体を通して、女性に対するあたたかいエールが込めら

れた講演でした。 

保育園たより 

つばめ 

かもめ すこやか 

ひよこ 
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2019年3月 
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岐阜大学男女共同参画推進室 
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かもみーる通信 

＊ カモミール月暦 

＊ 連携型共同研究成果報告会 

＊ キャリアパス支援講演会 

連携型共同研究助成募集 

 本制度は、2015年度に採択された科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシ

アティブ（連携型）」（代表機関：岐阜大学）の一環として、同事業の共同実施機関（岐阜薬科大学、岐阜

女子大学、アピ株式会社）、および岐阜県内の女性研究者の研究力向上を図り、研究者同士の交流・地域へ

の定着、さらには上位職登用につながるような「地域循環型研究者育成」をめざして実施するものです。 

＊ 連携型共同研究助成募集 

＊ 社会活動演習 

＊ 保育園たより 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

2019年3月4日（月）～3月19日（火）午後4時必着 申請受付期間 :  

 この研究助成制度では、すでに実用化段階（特許、企業による製品・商品化、成果の出版等）になってい

る研究に対して、必要に応じてその実用化までの研究費用を支援するものです。共同研究の成果がある程

度出ていて、その実用化（特許、企業による製品・商品化、成果の出版等）にいたる段階が具体的に示され

ている場合に限り、その研究費の全額・あるいは一部を支援します。 

助 成 金 額 :   1件あたり 20万円 ～ 80万円程度 

申請者要件 

• 岐阜大学に所属する女性研究者（研究分野を問わない。特任教員・医員を含み、学生・院生・研究

員である者を除く。） 

• 共同研究者に共同実施機関（岐阜薬科大学・岐阜女子大学・アピ株式会社）に所属する研究者（原

則として女性）が、1名以上含まれていること。共同研究者には、岐阜薬科大学・岐阜女子大
学・アピ株式会社以外にも、他大学・企業との共同研究も歓迎する。 

• 他の研究支援・外部資金（科研費）等との重複申請は認められるが、この研究助成でどの部分を
負担するのかを明確にすること。 

【お問い合わせ】 岐阜大学男女共同参画推進室 メール：sankaku@gifu-u.ac.jp 電話：058-293-3397 
ご応募を検討される方は、男女共同参画推進室WEBhttps://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/news/477.htmlで 

募集要項をご確認の上、申請書をご提出ください。申請書は上記WEBからダウンロードできます。（学内限定） 

② 2018年6月15日閣議決定された「骨太方針2018」「未来投資戦略2018」に、「女性活躍推進

法」の見直しに着手し、改正内容について今年度結論を得ることが盛り込まれたことを受けて、国で

は、次のように「女性活躍推進法」の見直しが検討されていることが紹介されました。 

  ● 一般事業主行動計画の拡大強化 

   ・行動計画策定岐阜の対象企業の拡大  301人以上 → 101人以上 

  ● 情報公表の促進 

   ・情報公表義務の対象企業の拡大  301人以上 → 101人以上 

   ・情報公表項目の見直し 

    a. 職業生活の機会の提供に関する項目 

    b. 職業生活と家庭生活との両立に関する項目 

    に区分し、各区分から1つ以上情報公表することを義務化 

   ・情報公表の適正化を確保するため、勧告違反の場合の企業名公表制度の創設 

  ● えるぼし認定の見直し 

   ・より水準の高い「プラチナえるぼし」（仮称）認定を創設し、「プラチナえるぼし」取得企業は、

行動計画策定義務を免除。 

－２－ 

① 「清流の国ぎふ女性の活躍推進計画」の取り組み状況 

② 「女性の職業生活における女性の活躍の推進に関する法律」の見直し 

③ 「清流の国ぎふ女性の活躍推進フォーラム」の開催 

平成30年度「清流の国ぎふ女性の活躍推進会議」検討委員会合同会議 

副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

カモミール月暦 （室長からのメッセージ） 

 2019年1月28日（月）、岐阜県女性の活躍支援センター（OKBふれあい会館）で岐阜県子ども・女性

局が主催する「清流の国ぎふ女性の活躍推進会議」検討委員会合同会議が開催されました。「Ｍ字カーブ

底上げ検討委員会」「女性管理職登用検討委員会」「女性の活躍総合支援体制検討委員会」の3検討委員

会合同の会議の冒頭で、性別による固定的な役割分担意識が根強いこと、Ｍ字カーブの底が深いこと、女

性管理職比率が全国最低であることなど、岐阜県の現状が確認され、具体的に、 

① 「女性活躍推進法」第6条の規定にもとづき「清流の国ぎふ女性の活躍推進計画」（2016～2020年

度）を策定している岐阜県では、子ども・女性局が中心となり、 

       （1）女性の活躍推進に向けた組織風土づくり 

       （2）ワーク・ライフ・バランスの実現、働き方改革の推進に向けた環境整備 

       （3）女性の希望に応じたキャリアアップに向けた支援 

を趣旨として、さまざまな取り組みが展開されています。諸事の実施状況を確認するなかで、岐阜県

では男性の育休取得率が低い（2017年雇用均等基本調査 全国5.1％ 岐阜県2.3％）ことが改めて浮

き彫りになり、男性の育休取得率の向上に向けた取り組みや、男性の家事・育児・介護等への積極的

な参画を推進する取り組みの重要性が議論されました。 

をおもな議題として、合計20名の委員による意見交換がおこなわれました。私自身、「女性の活躍総合

支援体制検討委員会」の委員を務めており、岐阜大学構成員の皆さんに職場やご家庭で何らかの参考にし

ていただければと願い、会議の一部をここにご紹介いたします。 

③ 「清流の国ぎふ女性の活躍推進フォーラム」（主催：岐阜県、清流の国ぎふ女性の活躍推進会議）が開

催されることの案内がありました。3月19日（火）13：00～16：00 岐阜都ホテルにて、（株）

イー・ウーマン代表取締役社長、佐々木かをり氏による基調講演「企業力を高める女性活躍～ダイ

バーシティが成長のキーワード～」や「ぎふ女のすぐれもの」認定式がおこなわれます。プログラム

の詳細は、http://gifujo.pref.gifu.lg.jp/event/190319jokatu-forum.pdf をご参照ください。 

   ロビー会場では、岐阜県図書館との連携によって、下田歌子、花子、川上貞奴ら明治期に岐阜県で

活躍した女性の企画パネル展も開催されます。ご関心のおありの方は、どうぞぜひご参加ください。 
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－３－ 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

連携型共同研究成果報告会 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 

 2月26日、科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」

2018年度連携型共同研究成果報告会が岐阜大学にて開催されました。実施機関である岐阜大学、岐阜

薬科大学、岐阜女子大学、アピ株式会社から助成を受けた8研究課題に携わった研究者が、これまでの

研究成果についてパワーポイントを用いながら1課題につき10分間の報告をおこないました。 

 各報告の後、岐阜大学から森脇学長および野々村修一理事・副学長、岐阜薬科大学から原英彰副学長、

岐阜女子大学から松川禮子学長、アピ株式会社から野々垣孝彦社長が、それぞれ研究成果についてご講

評くださいました。 

 会場には共同研究者や学生、教職員、報道関係者など51名の方々にご参加いただきました。全体を通

じて、2015年度から始まった本事業の研究成果の蓄積を感じさせる充実した内容の報告会でした。 

キャリアパス支援講演会 

 2月1日（金）、岐阜薬科大学においてキャリアパス支援講演会「個別化治療

を目指した新薬“アレクチニブ”の研究開発―ダイバーシティ実践による製薬企

業での夢の追求―」が開催されました。 

 講師である青木裕子エーザイ（株）癌領域ポートフォリオマネジメント部シニ

アディレクターが、近年の高額な薬の費用対効果に対する関心の高まりや個別化

による薬剤開発成功率の向上などに言及しつつ、選択的治療による効果の実証例

について紹介しました。また、癌細胞の遺伝子異常における創薬研究について、

ご自身が開発に携わった新薬「アレクチニブ」の研究開発から承認に至るまでの

過程について詳細なデータに基づいて説明しました。さらに、近年は肺癌の類型

化が進んでおり、選択的治療で効果を上げるためにはどのタイプの肺癌であるか

を血液検査などの簡易な方法で診断する必要性が高まっており、そのための研究 

 岐阜大学では、2019年度連携型共同研究の応募を受け付けております（3月19日締切）。募集要項

および申請書については、ニューズレター1面および男女共同参画推進室ホームページをご覧ください。 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/news/477.html 

が進んでいること、将来的には未発症段階における投薬によって発症を予防する可能性があることにつ

いても言及しました。  

 最後に、ご自身のキャリアの原点である「薬を作りたい」という夢、性別や国籍、部署や地位など多

様なメンバーの特性に配慮したチーム運営、そしてご家族のことなど、性別を問わず研究者のキャリア

パスを考える上で参考になる有意義な講演会となりました。 

－４－ 

岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

保育園たより 

社会活動演習 

 2月2日（金に節分会を

おこないました。園児た

ちは、大きな鬼にも負け

ずに果敢に戦いました。 

 ２月16日(土)、７年目を迎えた、地域科学部「社会活動演習」（担当：近

藤真庸教授）子育て支援プロジェクトによるイベントが開催され、０歳から

12歳までの子ども21人と父母など12人が参加しました。 

 ７年連続で参加してくれた子（９歳）、昨年はお母さんに抱っこされてい

た子（２歳）、放課後の障がい児クラブの子どもたち（９人）と指導員（３

人）など、参加者は、２時間30分、学生が企画したプログラム（歌、ゲー

ム、工作、パンケーキづくり体験)を、時間を忘れて楽しんでいました。 

 参加者からは、「来年もやってほしい！」「また参加したい！」という声

がたくさん寄せられ、本番までの９ヶ月間、自分たちだけで準備してきただ

けあって、学生たちは達成感とたくさんの学びを得たようです。 

つばめ かもめ 

すこやか ひよこ 

 来年は、いよいよファイナル。新１年生のプロジェクトメンバーは、６月に発足します。 
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